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はじめに 

 

１ 点検及び評価の背景 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定に基づき、教育委員会は、毎年、

その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結

果に関する報告書を議会に提出するとともに、公表することとなっています。また、

その点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活

用を図ることとされています。 

柏崎市教育委員会は、法の趣旨にのっとり、効果的な教育行政の推進に資すると

ともに、市民への説明責任を果たしていくために、教育委員会事務の管理及び執行

の状況の点検及び評価を実施しました。 

 

２ 点検及び評価の対象 

評価対象の事務事業は、第五次総合計画（前期基本計画）の施策体系を基本に、

柏崎市教育大綱を踏まえ、令和３（２０２１）年度に執行した事務事業のうち７５

事業を対象として点検及び評価を行いました。また、新型コロナウイルス感染症対

策を講じた上で事業の実施や施設運営を行いましたが、やむを得ず事業が中止にな

り、評価をすることができないものについては評価不能としました。 

 

＜内部評価ランク＞ 

［Ｓ］ 期待を超える成果があった。 

［Ａ］ 期待どおりの成果があった。 

［Ｂ］ 期待に比べ成果が少なかった。 

［－］ 新型コロナウイルス感染症によりやむを得ず事業が中止に

なり、評価することができなかった。 

 

３ 学識経験者の知見の活用 

点検及び評価に当たっては、その客観性を確保するため、教育委員会が行った内

部評価に対して、教育に関し学識経験を有する者で組織する教育委員会事務評価委

員会に諮問し、御意見をいただきました。 
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Ｓランク ・・・・  ５ 事業 

Ａランク ・・・・ ６８ 事業 

Ｂランク ・・・・  ０ 事業 

－（評価不能）    ２ 事業 

 

総  評 

 

 令和３（２０２１）年度に柏崎市教育委員会が執行した事務の状況及び内部評価について

点検及び評価を行った。評価のポイントは、柏崎市第五次総合計画前期基本計画と柏崎市教

育大綱を踏まえて、適切に事業が行われているかを主眼とした。評価に当たっては、教育委

員会担当課から内部評価の聞き取りを計２回に分けて行った。 

 事務評価委員会として、以下のとおり総評する。 

 

 総合計画の基本方針に基づき、知徳体のバランスの取れた教育や教育環境の充実により、

子どもたちの健全育成を図るとともに、子どもから大人まで全ての市民が学びやスポーツ

に親しむことにより、たくましいまちをつくるとしている。 

  

 事務評価委員会では、教育委員会の７５の事務事業について点検及び評価を行ったとこ

ろ、実施された事業は、おおむね期待した成果があるものと認めた。 

 事業別の評価結果は、次のとおりであった。 

  

 

 

 

 

 

 本市の教育の充実を図るため、令和３（２０２１）年度は、特別支援教育推進事業や文化

振興支援事業を積極的に推し進めるとともに、教育各分野において、事務事業が予算に基づ

いて確実に執行された。また、感染症対策を適切に講じながら、各種イベントや講座、企画

展等を実施することで、令和２（２０２０）年度に比べて開催回数や参加者数が増加した事

業が多くあった。 

 今後の教育委員会の事業実施に当たっては、コロナ禍以前の活動規模に徐々に戻りつつ

ある中で、各種事業の実施方法を再度検討するとともに、少子高齢化やＩＣＴの進化による

教育への影響、課題を把握し、教育環境の充実に努める必要がある。その上で、事業を適正

かつ効果的に実施することが求められる。 

 項目別の評価は、次のとおりである。 

 

平成２８年度に柏崎市教育委員会が執行した事務の状況及び内部評価に会議を開催した。 

 

 

教育行政の責任体制の明確化、迅速な危機管理体制の構築、首長との連携の強化などを柱と

した地方教育行、新たに市長が定めることとされた教育に関する大綱に 

 

 



3 

 

＜事務評価委員会における項目別の主な評価等＞ 

 

第１ 教育委員会の会議及び委員の主な活動について （Ｐ６・７） 

教育の現状や課題の把握に努め、適切に活動していると認められる。 

・現在の子どもたちの学習状況や令和４（２０２２）年度から行われる学力向上プロジェク

トについて、総合教育会議で市長と意見交換を行ったり、学校訪問で学習活動の参観や教

職員との懇談を行うことで、子どもたちの学力向上に向けた課題の把握に努めている。 

 

 

第２ 教育委員会の事務の管理及び執行状況 

 

１ 子どもや若者の「たくましさ」をはぐくむ 

（１）知徳体のバランスの取れた教育を進める （Ｐ９－１２） 

期待した成果があるものと認められる。 

・全国学力・学習状況調査及び総合学力調査の出題傾向が変わったことで、柏崎市の子ども

たちは思考力、表現力、判断力の分野が苦手であることが分かったが、ある程度高い成果

を出すことができている自治体もある。その要因を分析し、今後の授業改善、子どもたち

への働きかけを期待する。 

・現在も外部指導者が部活動を指導することがあるが、指導者を探すことが困難になってき

ている。今後、部活動の地域移行が進む中でも課題となることから、指導者の人材確保に

ついて検討していただきたい。 

・綾子舞をテーマにした演劇鑑賞会のように、小・中学生が柏崎の伝統文化を身近に体験す

るのは良い機会である。今後もこのような取組を継続し、柏崎市の未来を担う子どもたち

が伝統文化の良さを実感する機会を提供していただきたい。 

 

（２）地域ぐるみで子どもや若者を育てる （Ｐ１３－１５） 

期待した成果があるものと認められる。 

・特別な支援を要する子どもの割合が増えてきており、特別支援教育担当教員の人材確保、

人材育成が課題となっている。今後、教育委員会と学校で連携し、特別支援教育の必要性

や重要性を若手教員へ周知するとともに、研修等で知識を習得する機会を充実させる必

要がある。 

・スクールサポート巡回相談により専門員が学校に不在になることが多く、学校の負担が大

きい。教育委員会として、できる限り学校の負担を軽減できるように取り組む必要があ

る。 

・就学援助費や就学奨励費により適切な経済支援を行うことで、子どもたちの就学環境を保

障することが必要である。 
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（３）教育環境を充実させる （Ｐ１６－１８） 

期待した成果があるものと認められる。 

・学校用務員も学校教職員の一員として学校運営の重要な役割を担っている。委託事業者が

変更になる場合は、円滑な学校運営ができるように、適切な人員配置及び交代の準備を進

めていただきたい。 

・学校施設の老朽化が進んでいるため、経過年数や劣化状況、過去の改修工事の実施状況等

を踏まえた上で計画的に改築を進め、良好かつ快適な教育環境の整備を望む。 

・校舎戸締り等業務委託は、教員の業務負担の軽減につながる取組である。早朝出勤や業務

の持ち帰りによる個人情報漏えいに注意しながら、引き続き、教員の指導業務以外の業務

負担の軽減を検討していただきたい。 

 

２ 学びを通じて地域の「たくましさ」をはぐくむ 

（１）学びの機会を充実させる （Ｐ２０－２３） 

期待した成果があるものと認められる。 

・コロナ禍において、十分な感染症対策を行った上で成人式を実施した市町村もあった。今

後の実施に当たっても、県内他市町村の実施状況や実施条件等を踏まえながら検討を進

める必要がある。 

・図書館の企画展で「柏崎の花 –Spring Collection」を開催し、好評であった。今後も様々

な分野のイベントや企画展の開催を期待する。 

・閉館したふるさと人物館の資料を活用したり、展示品をリニューアルしながら魅力的な博

物館を目指してほしい。また、観光パンフレットや SNSを活用するなど、市外の人を呼

び込む工夫を検討していただきたい。 

 

（２）家庭・地域の教育力を高め、共助社会を形成する （Ｐ２３） 

期待した成果があるものと認められる。 

・市民大学運営事業は、幅広い分野の知識を習得し、学習者の豊かな人生の創造につながっ

ている。引き続き、市民の関心の高いテーマや受講者の募集について検討する必要がある。 

 

３ スポーツを通じた「たくましさ」をはぐくむ 

（１）スポーツによる地域づくりや生きがいづくりを進める （Ｐ２４・２５） 

期待した成果があるものと認められる。 

・中学校の生徒数が少ないことで、希望する部活動に取り組むことができない生徒がいる

が、学校の枠を超えたスポーツのクラブ化などによる問題の解消を望む。また、中学生だ

けでなく、幅広い世代がスポーツ活動を行える環境づくりに取り組む必要がある。 

・部活動の地域移行が進むことで、今後、今までの学校部活動やクラブチームといった枠組

みがなくなることが予想される。スポーツで活躍する柏崎市の児童生徒に対して平等な

支援が行われることを期待する。 

・人口減少や高齢化によりスポーツ人口の減少が進んでいる。市民のニーズに合わせた大会

の企画やスポーツ施設の整備を行う必要がある。 
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（２）全国や世界に通用する競技者を育てる（Ｐ２６・２７） 

期待した成果があるものと認められる。 

・全国的にスケートボードやボルダリングといった新たな競技スポーツの競技人口が増え

てきている。柏崎市でも競技人口を把握した上で、必要に応じて施設の整備や指導者の確

保を行う必要がある。 

・市内のスポーツ選手が優秀な成績を収めた際には、市民プラザや白竜テニスコート等の人

目に付く場所に結果を掲載しているが、今後、更に選手のモチベーションにつながるよう

なアピールの方法を検討していただきたい。 

 

４ 歴史や文化の息づく「柏崎らしさ」をつくる 

（１）歴史・文化を保全・活用し、継承する （Ｐ２９） 

期待した成果があるものと認められる。 

・軽井川南遺跡群の小冊子を１冊刊行したが、現在のフロンティアパークの地図と遺跡群の

分布図が対比できれば、更に市民の理解が深まる。 

・南中学校と新道小学校の綾子舞伝承学習は、担当の学校職員も含めて熱心に行っている。

今後も、参加者、指導者及び担当する学校職員を確保しながら、後継者育成を継続してい

ただきたい。 

 

（２）市民の主体的な文化活動を支援する （Ｐ３０） 

期待した成果があるものと認められる。 

・文化会館アルフォーレや産業文化会館の利用者が減少傾向にある。新型コロナウイルス感

染症の感染状況を見ながら柔軟な管理運営を行うとともに、イベント規模等に応じて施

設を使い分け、市民が利用する文化施設として適切な管理運営を期待する。 

 

５ その他教育関係事務事業 （Ｐ３１） 

期待した成果があるものと認められる。 

・インターネットにおける人権侵害や新型コロナウイルスに関する不当な差別、偏見など、

社会の変化によって新たに発生する問題に対する研修会に参加するとともに、市民向け

の講座や啓発活動を行うことで人権に対する知識を深めることが大切である。 

 

令和４（２０２２）年７月２１日 

柏崎市教育委員会事務評価委員会 

                        委 員 長  吉 田 存 祐 

副委員長  笠 原 寿 雄 

                        委 員  小 嶋 美江子 

                        委 員  野 澤 真由美 
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1月

定
例
会

―
１

件
か

し
わ

ざ
き

こ
ど

も
大

学
運

営
協
議

会
委

員
の

委
嘱

ほ
か

６
件

令
和
３
年
度
（
２
０
２
１
年
度
）
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
８
号
）
ほ
か

１
５
件

第
２
３
回
全
市
一
斉
地
場
産
給
食

デ
ー
の
開
催
ほ
か

 1
2月

定
例
会

―
―

２
件

教
育
財
産
の
用
途
廃
止
ほ
か

１
３
件

市
議
会
１
２
月
定
例
会
議
の
一
般
質

問
ほ
か

 １
月
定
例
会

―
―

３
件

令
和
３
年
度
（
２
０
２
１
年
度
）
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
２
号
）
ほ
か

５
件

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）
第
９
１

回
元
朝
体
操
会
の
開
催
報
告
ほ
か

 ２
月
定
例
会

２
件

学
校

給
食

費
の

徴
収

に
関

す
る

条
例

の
制

定
ほ

か
―

２
件

令
和
３
年
度
（
２
０
２
１
年
度
）
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
４
号
）
ほ
か

６
件

第
５
２
回
新
潟
県
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展

覧
会
柏
崎
展
の
開
催
報
告
ほ
か

 ３
月
定
例
会

１
６

件
柏

崎
市

埋
蔵

文
化

財
業

務
専

門
員

任
用

要
綱

の
一

部
改

正
ほ

か
４

件
令

和
４

年
度

（
２

０
２

２
年

度
）
教

育
委

員
会

事
務

局
等

の
人

事
異
動
内

示
ほ

か
４
件

令
和
３
年
度
（
２
０
２
１
年
度
）
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
６
号
）
ほ
か

１
４
件

市
議
会
２
月
定
例
会
議
の
代
表
質

問
・
一
般
質
問
ほ
か

計
１

９
件

１
５

件
２
２
件

１
２
８
件

第
１
　
教
育
委
員
会
の
会
議
及
び
委
員
の
主
な
活
動

１
　

教
育

委
員

会
会

議
の

開
催

状
況

開
催
月

条
例

、
規

則
等

の
制

定
・

改
廃

人
事

案
件

そ
の
他
の
案
件

審
　

議
　

事
　

項
　

等
報
　
告
　
事
　
項

6
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２

 
（

1
）

令
和

３
（

２
０

２
１

）
年

６
月

２
３

日
（

水
）

　
比

角
小

学
校

、
第

二
中

学
校

、
槇

原
小

学
校

 
（

2
）

令
和

３
（

２
０

２
１

）
年

７
月

８
日

（
木

）
　

東
中

学
校

、
日

吉
小

学
校

、
中

通
小

学
校

 
（

3
）

令
和

３
（

２
０

２
１

）
年

１
１

月
１

２
日

（
金

）
　

高
柳

小
学

校
、

北
鯖

石
小

学
校

、
田

尻
小

学
校

、
瑞

穂
中

学
校

３ ４

学
校

訪
問

　
　

授
業

や
集

会
な

ど
児

童
生

徒
の

教
育

活
動

の
参

観
、

校
長

に
よ

る
学

校
運

営
説

明
、

教
職

員
と

の
懇

談
、

教
育

委
員

指
導

な
ど

 
　

５
月

：
市

功
労

者
表

彰
審

査
会

・
学

校
訪

問
の

趣
旨

 
（

1
）

学
校

訪
問

を
通

し
て

、
学

校
の

現
状

や
課

題
、

小
中

一
貫

教
育

の
取

組
等

を
把

握
し

、
教

育
行

政
に

役
立

て
る

。

 
（

2
）

学
習

活
動

の
参

観
や

教
職

員
と

の
懇

談
等

を
通

し
て

、
教

育
実

践
の

高
揚

を
図

る
。

・
学

校
訪

問
の

概
要

総
合

教
育

会
議

（
市

長
と

教
育

委
員

会
が

、
市

の
教

育
や

子
育

て
施

策
に

つ
い

て
幅

広
く

話
し

合
う

会
議

）

　
　

令
和

４
（

２
０

２
２

）
年

２
月

２
日

（
水

）
　

市
役

所

出
席

事
業

 
　

４
月

：
教

育
委

員
会

招
集

校
長

会

　
　

議
題

　
　

（
1
）

小
・

中
学

校
に

お
け

る
学

力
向

上
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

つ
い

て
　

　
（

2
）

学
校

に
お

け
る

諸
課

題
に

つ
い

て

　
 
８

月
：

柏
崎

港
開

港
５

０
周

年
記

念
小

学
生

体
験

航
海

 
１

０
月

：
柏

崎
市

美
術

展
覧

会
（

市
展

）
表

彰
式

　
 
２

月
：

教
育

委
員

会
表

彰
式

 
　

７
月

：
教

科
用

図
書

採
択

協
議

会

7 
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第
２
　
　
教
育
委
員
会
の
事
務
の
管
理
及
び
執
行
状
況

1　
子

ど
も

や
若

者
の

「
た

く
ま

し
さ

」
を

は
ぐ

く
む

　
　

【
第

五
次

総
合

計
画

・
前

期
基

本
計

画
に

お
け

る
施

策
の

方
針

】

教
育
総
務
課

○ ○ ○ 学
校
教
育
課

○ ○ ○

※
32
ペ
ー
ジ
に
用
語
解
説
が
あ
り
ま
す
。

校
舎
戸
締
り
等
委
託
業
務

  
教
職

員
の

働
き

方
改

革
及
び
多
忙
化
解
消
の
一
環
と
し
て
、
小
学
校
7校

、
中
学
校
3校

を
モ
デ
ル
校
に
選
定
し
、
教
職
員
の
負
担
と
な
っ
て
い
た
日
直
業
務
を
民
間
に
委
託
す
る
と
と
も
に
、
日
直
業
務
員
が
退
校

を
促
す
こ
と
に
よ
り
長
時
間
勤
務
の
改
善
を
図
っ
た
。

指
導
補
助
事
業

　
小
・

中
学

校
26
校
に

、
前
年
度
よ
り
2名

多
い
43
名
の
指
導
補
助
員
を
配
置
し
、
学
習

指
導
や
生
徒
指
導
等
の
充
実
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
た
。
個
々
の
特
性
に
応
じ
た
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
に
対
し

て
、
授
業
の
ね
ら
い
の
達
成
に
結
び
付
く
き
め
細
や
か
な
支
援
が
行
わ
れ
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
能
力
を
伸
ば
す
教
育
が
推
進
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
対
人
関
係
の
構
築
が
苦
手
な
児
童
生
徒
へ
の
個
別
の
指
導
・
支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
別
支
援
学
級
介
助
事
業

　
小
学

校
14
校
に

、
前

年
度
よ
り
2名

多
い
35
名
の
特
別
支
援
学
級
介
助
員
を
配
置
し
、

特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
が
安
心
で
き
る
環
境
で
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
も
、
特
別
支
援
学
級
在
籍
児
童
数
の
増
減
や
学
級
児
童
生
徒
の
実
態
を
考
慮
し
な
が
ら
介
助
員
を
配
置
し
て
い
く
こ
と
や
、
個
々
の
特
性
に
応
じ
た
支
援
方
法
を
学
ぶ
機
会
を
作
り
、
適
切
に
介
助
で
き
る

学
校
体
制
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

特
別
支
援
教
育
推
進
事
業

　
特
別
支
援
教
育
会
議
に
お
い
て
、
専
門
員
に
よ
る
丁
寧
な
調
査
活
動
に
よ
り
、
保
護
者
の
理
解
を
得
ら
れ
、
お
お
む
ね
適
正
な
就
学
に
つ
な
が
る
判
断
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
特
別
支
援
教
育
相
談
員
を

配
置
し
、
就
学
相
談
に
関
わ
る
検
査
の
実
施
や
保
護
者
や
教
職
員
へ
の
説
明
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
巡
回
相
談
で
の
助
言
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
適
正
就
学
に
つ
な
が
る
相
談
の
充
実
や
子
ど
も
へ
の
適
切
な
支
援
に

つ
な
が
っ
た
。

給
食
施
設
整
備
事
業

　
西
部
地
区
学
校
給
食
共
同
調
理
場
及
び
東
部
地
区
学
校
給
食
共
同
調
理
場
に
つ
い
て
、
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
（
文
部
科
学
省
）
及
び
大
量
調
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
厚
生
労
働
省
）
に
沿
っ
て
ブ
ラ
ス
ト
チ
ラ
ー

（
食
品
急
速
冷
凍
・
冷
却
器
）
の
整
備
を
行
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
加
熱
後
の
食
品
冷
却
が
容
易
と
な
り
適
正
な
食
品
の
温
度
管
理
や
調
理
作
業
時
間
の
短
縮
が
で
き
、
よ
り
安
心
で
安
全
な
給
食
提
供
と
な
る
。

　
ま
た
、
南
部
地
区
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
配
送
車
入
替
え
に
つ
い
て
は
、
海
外
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
工
場
が
操
業
休
止
と
な
る
等
の
影
響
を
受
け
当
初
の
入
札
が
不
調
と

な
っ
た
が
、
契
約
期
間
を
延
長
し
再
入
札
に
よ
り
令
和
4（

20
22
）
年
度
に
納
車
と
な
る
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
、
安
定
し
た
学
校
給
食
事
業
を
行
う
上
で
有
効
で
あ
っ
た
。

◆
　
主
な
事
業

①
 
 
未

来
の

担
い

手
と

な
る

子
ど

も
達

の
「

生
き

る
力

」
を

育
む

た
め

、
「

確
か

な
学

力
」

、
「

豊
か

な
心

」
、

「
健

や
か

な
体

」
を

育
む

知
徳

体
の

バ
ラ

ン
ス

の
取

れ
た

教
育

を
進

め
る

。
②

　
学

校
・

家
庭

・
地

域
の

連
携

・
協

働
を

推
進

す
る

体
制

を
整

え
、

子
ど

も
た

ち
が

ふ
る

さ
と

柏
崎

に
誇

り
と

愛
着

を
感

じ
、

健
や

か
な

成
長

が
図

ら
れ

る
よ

う
取

り
組

む
。

③
　

安
全

・
安

心
で

快
適

な
学

校
施

設
の

整
備

・
改

修
を

計
画

的
に

進
め

る
と

と
も

に
、

適
正

規
模

の
教

育
環

境
の

整
備

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
④

 
 
情

報
化

社
会

に
児

童
生

徒
が

適
切

か
つ

主
体

的
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

I
C
T
環

境
の

整
備

と
充

実
に

取
り

組
む

。

学
校
施
設
長
寿
命
化
事
業

　
槇
原
小
学
校
で
大
規
模
改
修
工
事
の
Ⅰ
期
工
事
と
、
老
朽
化
し
た
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
を
解
体
し
て
木
造
2階

建
て
校
舎
の
増
築
工
事
を
実
施
し
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
利
便
性
及
び
快
適
性
が
向
上
し
、
良
好
な
教
育

環
境
の
整
備
が
で
き
た
。

8
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文
化
・
生
涯
学
習
課

○ ○ 図
書
館

○ ○ ⑴
　

知
徳

体
の

バ
ラ

ン
ス

の
取

れ
た

教
育

を
進

め
る

○ ●

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
事
業

　
全
小
・
中
学
校
に
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
37
名
）
を
配
置
し
た
。
講
義
の
受
講
と
グ
ル
ー
プ
討
議
に
よ
り
学
校
と
地
域
の
課
題
を
整
理
し
て
、
学
校
と
地
域
住
民
が
共
に
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
活
動
や
地

域
の
行
事
に
学
校
が
参
画
し
て
、
共
に
地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
ぐ
る
み
で
の
子
ど
も
の
育
成
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
学
校
担
当
職
員
を
対
象
と
し
た
「
地
域
総
ぐ
る
み
で
子
供
の
成
長
を
支
え
る
確
か
な
仕
組
み
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の
講
義
・
演
習
を
実
施
し
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
12
人
・
協
働

活
動
支

援
員

10
人
、

学
校
担
当
者
24
人
の
計
46
人
が
受
講
し
、
人
材
の
育
成
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業

　
柏
崎
市
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
子
ど
も
会
な
ど
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
7回

の
研
修
を
実
施
し
た
。
年
齢
や
学
区
の
異
な
る
29
人
の
児
童
・
生

徒
が
参
加
し
、
互
い
に
協
力
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
社
会
性
や
協
調
性
を
育
む
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
子
ど
も
が
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
活
動
す
る
こ
と
を
念
頭
に
研
修
を
進
め
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

資
質
を
養
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

移
動
図
書
館
事
業

　
図
書
館
利
用
が
困
難
な
市
民
が
多
様
な
図
書
に
出
会
う
機
会
を
提
供
し
、
市
民
の
読
書
活
動
の
充
実
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
移
動
図
書
館
は
利
用
者
が
3,
33
0名

、
貸
出
冊
数
が
8,
76
6点

で
あ
っ
た
。
貸
出

文
庫
は
利
用
団
体
数
が
69
団
体
、
貸
出
冊
数
が
17
,5
80
点
で
あ
っ
た
。

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
学
校
読
書
支
援
員
5名

が
20
小
学
校
を
巡
回
し
、
学
校
図
書
館
の
読
書
環
境
整
備
や
児
童
へ
の
読
書
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
市
内
20
小
学
校
の
満
足
度
調
査
で
は
、
全
体
を
通
し
て
「
大
変
良
い
」
の
回
答

が
90
.2
％

と
な

り
、

前
年

度
よ
り
2.
8％

向
上
し
た
。

評
価

ラ
ン
ク

 
 
ア

　
確

か
な

学
力

を
は

ぐ
く

む
教

育
の

推
進

　
　

　
　

　
　

 
 
イ

　
豊

か
な

心
を

は
ぐ

く
む

教
育

の
推

進
 
 
ウ

　
健

や
か

な
体

を
は

ぐ
く

む
教

育
の

推
進

≪
健

康
・

元
気

・
い

き
い

き
戦

略
≫

事
務
事
業
名

予
算
現
額

（
千
円
）

決
算
額

（
千
円
）

事
業
概
要
・
実
績

○
＝
成
果
　
●
＝
課
題
・
今
後
の
取
組

指
導
補
助
事
業

［
学
校
教
育
課
］

11
7,
55
2

11
1,
82
8

Ａ
全

国
学

力
・

学
習

状
況

調
査

及
び

総
合

学
力

調
査

の
結

果
は

、
十

分
な

成
果

を
上

げ
ら

れ
て

い
な

い
状

況
で

あ
る

。
今

後
の

指
導

補
助

員
の
活
用
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

個
に

応
じ

た
指

導
や

特
別

な
教

育
的

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
支

援
の

た
め

に
、
指
導
補
助
員
を
必
要
と
す
る
場
面
が
増
え
て
い
る
。

日
本
語
指
導
員
は
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
た
配
置
を
行
う
。

部
活

動
指

導
員

は
、

今
後

も
継

続
的

に
関

わ
っ

て
く

れ
る

人
員

の
確

保
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
柏
崎
高
校
の
授
業
の
一
環
で
あ
る
「
柏
崎
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｋ
Ｓ
Ｐ
）
」
活
動
へ
の
支
援
と
し
て
、
20
班
21
件
の
べ
78
人
の
生
徒
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
っ
た
。
（
前
年
度
18
班
57
人
）

1

小
・

中
学

校
26

校
に

、
前

年
度

よ
り

2名
多
い

43
名

の
指

導
補

助
員

を
配

置
し

、
学

習
指

導
や

生
徒

指
導

等
の

充
実

に
向

け
た
支
援
を
行
っ
た
。

小
・

中
学

校
2
校

に
、

2
名

の
日

本
語

指
導

員
を

配
置

し
、

外
国

に
ル

ー
ツ

を
も

つ
児

童
生

徒
の

日
本

語
力

向
上

に
向

け
た

支
援
を
行
っ
た
（
半
田
小
・
槇
原
小
）
。

中
学

校
7
校

に
8
名

の
部

活
動

指
導

員
を

配
置

し
、

部
活

動
の

充
実

に
向

け
た

支
援

を
行

っ
た

（
第

一
中

・
第

三
中

・
鏡

が
沖
中
・
松
浜
中
・
南
中
・
東
中
・
西
山
中
）
。

指
導

補
助

員
の

配
置

に
よ

り
、

授
業

の
ね

ら
い

の
達

成
に

結
び

付
く

き
め

細
や

か
な

指
導

・
支

援
が

行
わ

れ
、

児
童

生
徒

一
人

一
人

の
能

力
を
伸
ば
す
教
育
が
推
進
さ
れ
た
。

日
本

語
指

導
員

の
配

置
に

よ
り

、
外

国
人

等
の

日
本

語
指

導
や

就
学

支
援
で
成
果
が
見
ら
れ
た
。

部
活

動
指

導
員

の
配

置
に

よ
り

、
教

員
の

負
担

軽
減

に
つ

な
が

っ
た
。

9
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一
般
教
材
整
備
費

［
学
校
教
育
課
］

15
,6
24

15
,3
67

小
学
校
に
、
国
語
・
算
数
（
全
学
年
）
、
社
会
・
地
図
（
5・

6年
）
、
理
科
（
3～

6学
年
）
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
整
備
し

た
。

中
学
校
に
、
国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・
英
語
（
全
学

年
）
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
整
備
し
た
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
導
入
に
伴
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
遠
隔
授
業
や
課
題
提
示
等
を
行
う
た
め
に
、
著

作
権
法
が
規
定
す
る
授
業
目
的
公
共
送
信
の
補
償
金
を
支

払
っ
た
。

ＡＡAAＡ

82
7
豊

か
な

感
性

と
ふ

る
さ

と
柏

崎
に

対
す

る
誇

り
や

愛
着

を
育

む
こ

と
を

目
的

に
、

国
定

重
要

無
形

民
俗

文
化

財
「

綾
子

舞
」

を
、

市
内

小
学

5
年

生
・

中
学

1
年

生
が

鑑
賞

す
る

場
を

設
定

し
た

。
10

月
21

日
（

木
）

ア
ル

フ
ォ

ー
レ

で
、

柏
崎

市
綾

子
舞

保
存

振
興

会
の

御
協

力
を

い
た

だ
き

、
午

前
・

午
後

の
2部

構
成
で
開
催
し
た
。

研
修

内
容

を
充

実
さ

せ
、

有
効

活
用

す
る

た
め

の
教

員
へ

の
指

導
を

進
め

て
き

た
が

、
ま

だ
デ

ジ
タ

ル
教

科
書

活
用

に
学

校
差

や
個

人
差

が
あ

る
。

校
長

会
等

を
通

じ
て

一
層

の
活

用
促

進
を

呼
び

か
け

、
児

童
生
徒
の
学
び
の
深
ま
り
と
学
力
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

科
学
技
術
教
育
事
業

［
教
育
セ
ン
タ
ー
］

8,
25
4

7,
51
4

小
・
中
学
校
音
楽
関
連
事
業

［
学
校
教
育
課
］

83
1

事
務
事
業
名

予
算
現
額

（
千
円
）

決
算
額

（
千
円
）

事
業
概
要
・
実
績

○
＝
成
果
　
●
＝
課
題
・
今
後
の
取
組

評
価

ラ
ン
ク

2 3 4 5 6

学
習

用
タ

ブ
レ

ッ
ト

の
効

果
的

活
用

等
、

現
在

の
課

題
に

対
応

し
た

タ
イ

ム
リ

ー
な

研
修

を
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
授

業
力

向
上

研
修

、
教

材
教

具
研

修
な

ど
も

遠
隔

型
授

業
に

対
応

で
き

る
研

修
内

容
を
検
討
し
て
い
く
。

市
内

児
童

63
5
名

、
生

徒
66
3
名

が
鑑

賞
し

た
。

事
後

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

演
舞

の
美

し
さ

や
、

地
域

の
伝

統
芸

能
に

関
心

を
も

っ
た

な
ど

の
肯
定
的
な
感
想
が
90
％
で
あ
っ
た
。

舞
台

開
演

時
間

や
バ

ス
送

迎
時

刻
な

ど
、

各
校

の
教

育
活

動
に

配
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。

英
語
教
育
推
進
事
業

［
学
校
教
育
課
］

教
職
員
研
修
事
業

［
教
育
セ
ン
タ
ー
］

4,
56
5

4,
15
0
教

職
員

の
資

質
・

能
力

向
上

の
た

め
、

対
面

研
修

と
遠

隔
型

研
修
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
講
座
を
実
施
し
た
。

講
座
回
数
10
8回

（
前
年
度
：
11

0回
）

受
講
者
数
2,
22
9名

（
前
年
度
：
1,
75
9名

）

遠
隔

型
研

修
を

積
極

的
に

進
め

、
教

職
員

に
も

定
着

し
つ

つ
あ

る
。

遠
隔

型
に

よ
る

新
指

導
要

領
対

応
研

修
や

Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

ス
ク

ー
ル

端
末

研
修
等
に
つ
い
て
、
多
く
の
参
加
者
か
ら
肯
定
的
な
評
価
を
得
た
。

①
教

職
員

へ
の

理
科

・
生

活
科

・
総

合
・

環
境

の
専

門
研

修
・

相
談

支
援

等
の

た
め

、
研

修
会

を
実

施
し

た
（

27
回

、
受
講
者
数
22
1名

）
。

②
科

学
に

対
し

て
親

し
み

、
興

味
の

醸
成

を
図

る
た

め
、

「
科

学
の

え
ん

ま
市

20
21

」
等

の
啓

発
事

業
を

10
回

実
施

し
た
（
参
加
者
数
1,
01
4名

）
。

③
学

校
等

の
要

請
研

修
（

61
回

）
・

教
材

機
器

等
の

貸
出

し
（

12
5
件

）
・

理
科

教
育

の
相

談
支

援
（

41
4
件

）
等

を
通

じ
学
校
・
地
域
（
子
供
会
等
）
へ
の
支
援
を
行
っ
た
。

令
和

2（
20
20
）

年
度

に
比

べ
、

研
修

参
加

者
数

は
増

加
し

た
。

遠
隔

型
研

修
が

積
極

的
に

行
わ

れ
、

配
信

さ
れ

て
い

る
デ

ジ
タ

ル
教

材
の

活
用

も
進

ん
で

い
る

。
参

加
者

か
ら

は
「

児
童

生
徒

へ
の

指
導

に
い

か
し
た
い
」
98
.
6％

と
、
満
足
度
に
お
い
て
高
い
評
価
を
得
た
。

33
,1
92

27
,2
73

小
・

中
学

校
に

お
け

る
英

語
教

育
と

国
際

理
解

教
育

の
充

実
を

図
る

た
め

、
常

勤
5
名

、
非

常
勤

1
名

の
Ａ

Ｌ
Ｔ

（
外

国
語

指
導

助
手

）
を

配
置

・
活

用
し

た
。

小
学

校
の

外
国

語
活

動
や

中
学

校
の

英
語

授
業

で
教

諭
と

の
チ

ー
ム

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

な
ど
を
実
施
し
た
。

Ａ
Ｌ

Ｔ
の

活
用

に
よ

り
、

英
語

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

活
動

が
活

発
か

つ
効

果
的

に
行

わ
れ

た
。

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
で

来
日

予
定

の
新

規
Ａ

Ｌ
Ｔ

3
名

う
ち

1
名

が
ま

だ
入

国
で

き
て

い
な

い
状

況
だ

っ
た
が
、
訪
問
校
配
置
を
工
夫
し
、
事
業
は
予
定
通
り
実
施
で
き
た
。

新
し

い
Ａ

Ｌ
Ｔ

の
授

業
力

向
上

を
目

指
し

、
月

１
回

の
Ａ

Ｌ
Ｔ

会
議

等
に
お
け
る
授
業
研
修
を
推
進
す
る
。

デ
ジ

タ
ル

教
科

書
の

整
備

を
進

め
、

小
・

中
学

校
に

お
い

て
電

子
黒

板
や

学
習

用
タ

ブ
レ

ッ
ト

と
と

も
に

一
層

の
利

活
用

を
図

っ
た

。
課

題
提

示
や

問
題

解
決

の
場

面
で

、
デ

ジ
タ

ル
教

科
書

を
効

果
的

に
活

用
す

る
こ

と
に

よ
り

児
童

生
徒

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

感
染

症
禍

に
お

い
て

、
遠

隔
授

業
の

実
施

が
可

能
と

な
り

、
児

童
生

徒
一
人
一
人
の
学
び
を
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

学
力

向
上

に
関

す
る

研
修

を
さ

ら
に

充
実

し
、

児
童

生
徒

の
学

力
向

上
に

つ
な

が
る

授
業

改
善

の
た

め
の

研
修

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
Ｇ

Ｉ
Ｇ

Ａ
ス

ク
ー

ル
端

末
関

連
研

修
や

端
末

を
活

用
し

た
授

業
づ

く
り

研
修

、
学

校
現

場
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
魅

力
あ

る
研

修
を

企
画

・
運

営
す
る
必
要
が
あ
る
。

10
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10

む
し
歯
予
防
対
策
費

［
学
校
教
育
課
］

4,
48
8

3,
71
0
学

齢
期

歯
科

保
健

事
業

（
歯

科
健

康
教

室
、

就
学

時
保

護
者

歯
科

健
康

教
育

、
継

続
的

歯
科

保
健

事
業

）
の

歯
科

衛
生

士
派

遣
及

び
歯

科
保

健
教

材
を

活
用

し
た

む
し

歯
予

防
、

歯
肉

炎
予
防
な
ど
の
歯
科
保
健
活
動
を
実
施
し
た
。

フ
ッ

化
物

洗
口

事
業

を
全

小
・

中
学

校
で

保
護

者
の

同
意

を
得
て
実
施
し
、
実
施
率
は
97
.6
％
で
あ
る
。

○
平
成
2
9
（
2
0
17
）
年
度
か
ら
市
内
全
小
・
中
学
校
に
フ
ッ
化
物
洗
口

衛
生
の
維
持
向
上
に
寄
与
し
た
。

学
校
保
健
推
進
費

［
学
校
教
育
課
］

一
人

平
均

む
し

歯
数

、
有

病
者

率
と

も
に

改
善

傾
向

に
あ

る
。

同
一

年
齢

児
で

比
較

す
る

た
め

、
平

成
29

（
20
17

）
年

度
と

令
和

5
（
20
23

）
年

度
の

中
学

校
1
年
生

の
歯

科
健

康
診

断
結

果
で

比
較

し
事

業
の
効
果
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

検
診
費

［
学
校
教
育
課
］

9,
33
3

A

評
価

ラ
ン
ク

A

8,
14
8
全

小
・

中
学

生
の

定
期

健
康

診
断

（
内

科
・

歯
科

・
耳

鼻
科

・
眼

科
・

検
尿

・
心

電
図

）
と

精
密

検
査

（
小

児
生

活
習

慣
病

検
診

、
せ

き
柱

側
わ

ん
症

検
診

、
運

動
器

検
診

精
密

検
査

）
を

実
施

。
教

職
員

の
健

康
診

断
（

一
般

、
歯

科
）

を
実

施
し
た
。

＊
児

童
生

徒
及

び
教

職
員

の
健

診
に

関
わ

る
手

数
料

（
尿

検
査

：
15
9
万

円
、

心
電

図
：

17
7
万

円
、

教
職

員
健

診
：

33
9万

円
等
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
講

じ
て

、
市

立
小

・
中

学
校

の
児

童
生

徒
に

対
し

て
健

康
診

断
を

実
施

し
、

引
き

続
き

健
康

な
学

校
生
活
を
送
る
た
め
の
基
盤
づ
く
り
に
寄
与
し
た
。

事
業
を
開
始
し
、
継
続
実
施
し
て
い
る
。
計
画
通
り
遂
行
し
、
口

腔く
う

AAA

児
童

生
徒

の
健

康
上

の
特

性
に

合
わ

せ
た

健
診

内
容

等
に

つ
い

て
、

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

5,
51
7
学

校
で

の
健

康
診

断
や

健
康

教
育

に
必

要
な

消
耗

品
を

購
入

し
た

。
検

診
器

具
管

理
の

業
務

委
託

に
よ

り
、

適
切

な
消

毒
と

配
送

業
務

が
行

わ
れ

た
（

小
・

中
学

校
に

配
置

し
て

い
た

消
毒

作
業

員
の

経
費

が
な

く
な

っ
た

た
め

、
約

1,
50
0万

円
減

額
）
。

外
部

講
師

（
助

産
師

等
）

を
中

学
校

11
校

に
13

回
派

遣
し

、
思
春
期
保
健
に
関
す
る
専
門
的
な
指
導
を
行
っ
た
。

6,
60
2

健
康

診
断

や
健

康
教

育
に

必
要

な
器

具
・

教
材

等
を

整
備

し
、

保
健

指
導

等
に

い
か

す
こ

と
が

で
き

た
。

健
康

教
育

で
は

外
部

講
師

へ
の

期
待

も
大

き
く

、
外

部
講

師
に

よ
る

現
状

を
踏

ま
え

た
専

門
的

指
導

は
、

児
童

生
徒

及
び

教
職

員
の

健
康

意
識

の
向

上
に

有
効

で
あ

っ
た
。

使
用

頻
度

の
高

い
保

健
教

材
は

、
補

充
や

交
換

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

現
場

の
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

教
材

や
制

度
を

整
備

し
て

い
く

必
要

が
あ
る
。

7 8 9 11

17
,9
19

学
校

医
、

学
校

歯
科

医
に

よ
り

全
小

・
中

学
校

全
学

年
及

び
新

年
度

小
学

校
入

学
生

に
内

科
及

び
歯

科
、

小
学

校
1
、
3
、
5

年
及

び
中

学
校

1
、

3
年

に
眼

科
及

び
耳

鼻
科

検
診

を
実

施
し

た
。

学
校

薬
剤

師
に

よ
り

、
環

境
衛

生
検

査
を

実
施

し
た

（
全

小
・
中
学
校
、
年
間
1回

）
。

15
,9
25

特
色

あ
る

教
育

活
動

の
充

実
を

図
る

た
め

、
全

小
・

中
学

校
に

奨
励

金
を

交
付

し
、

各
学

校
の

工
夫

あ
る

実
践

が
行

わ
れ

た
。

令
和

3
（

20
21

）
年

度
よ

り
「

食
育

推
進

活
動

事
業

」
を

本
事

業
と

統
合

し
た

た
め

、
各

学
校

5,
00
0
円

増
、

各
ク

ラ
ス

50
0

円
増
と
な
っ
た
。

＜
奨
励
金
＞
（
例
）
柏
崎
小
：
30
6,
50
0円

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
中
：
20
3,
00
0円

＜
内

訳
＞

校
外

学
習

等
の

輸
送

費
、

各
種

行
事

（
地

域
と

の
交
流
）
に
係
る
経
費
等

市
立

小
・

中
学

校
の

児
童

生
徒

に
対

し
て

健
康

診
断

を
実

施
し

、
引

き
続

き
健

康
な

学
校

生
活

を
送

る
た

め
の

基
盤

づ
く

り
に

寄
与

し
た
。

学
校

医
の

確
保

、
医

師
会

・
歯

科
医

師
会

か
ら

の
要

望
へ

の
対

応
や
、
学
校
現
場
と
の
連
携
が
重
要
と
な
る
。

コ
ロ

ナ
禍
で

制
限

の
多

い
1
年
で

あ
っ

た
が

、
各

学
校

が
体

験
活

動
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

、
小

・
中

学
校

と
地

域
が

連
携

し
た

取
組

な
ど

を
工

夫
し

て
実

践
し

、
特

色
あ

る
教

育
活

動
を

推
進

す
る

こ
と

が
で

き
た
。

学
校
医
報
酬
等

［
学
校
教
育
課
］

各
学

校
が

目
指

す
子

ど
も

像
を

明
確

に
し

、
今

ま
で

以
上

に
工

夫
し

た
取

組
を

実
践

す
る

。
ま

た
、

今
後

も
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
る

活
動

制
限

が
予

想
さ

れ
る

が
、

感
染

予
防

策
を

講
じ

た
り

、
活

動
方

法
を

工
夫

し
た
り
し
な
が
ら
、
事
業
を
推
進
す
る
。

学
校
教
育
活
動
推
進
事
業

［
学
校
教
育
課
］

16
,9
31

事
務
事
業
名

予
算
現
額

（
千
円
）

決
算
額

（
千
円
）

事
業
概
要
・
実
績

○
＝
成
果
　
●
＝
課
題
・
今
後
の
取
組

18
,6
71

11
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○ ● ○ ●

事
務
事
業
名

予
算
現
額

（
千
円
）

決
算
額

（
千
円
）

事
業
概
要
・
実
績

○
＝
成
果
　
●
＝
課
題
・
今
後
の
取
組

評
価

ラ
ン
ク

Ａ

56
,6
52

引
き

続
き

、
読

書
環

境
の

充
実

や
読

書
バ

リ
ア

フ
リ

ー
の

推
進

、
ま

た
、

積
極

的
な

情
報

発
信

を
す

る
こ

と
で

、
幅

広
い

市
民

か
ら

の
図

書
館
施
設
の
利
用
促
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

学
校

読
書

支
援

員
へ

の
支

援
体

制
等

の
継

続
と

、
市

内
中

学
校

図
書

室
の

状
況

を
把

握
し

、
学

校
読

書
支

援
員

に
よ

る
環

境
整

備
の

必
要

性
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

54
,9
53

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
事
業

［
図
書
館
］

感
染

症
拡

大
に

よ
る

臨
時

休
館

や
、

空
調

工
事

に
よ

る
利

用
制

限
も

あ
っ
た
が
、
前
年
度
よ
り
入
館
者
数
や
貸
出
数
が
増
加
し
た
。

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

対
応

や
特

別
展

示
に

よ
り

、
引

き
続

き
市

民
の

生
涯

学
習
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

柏
崎

高
校

の
「

柏
崎

サ
イ

エ
ン

ス
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

Ｋ
Ｓ

Ｐ
）

」
活

動
へ
の
支
援
の
申
込
み
が
増
加
し
た
。

学
校

読
書

支
援

員
の

巡
回

支
援

に
よ

り
、

児
童

の
読

書
へ

の
興

味
や

学
習

意
欲

の
向

上
に

寄
与

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
市

内
20

小
学

校
担

当
者

へ
の

満
足

度
調

査
で

は
、

全
体

を
通

し
て

「
大

変
良

い
」

9
0
.6
％
（
前
年
比
+
2
.8
％
）
の
評
価
を
得
た
。

資
料

の
整

理
・

貸
出

・
登

録
・

修
理

な
ど

利
用

者
の

環
境

整
備

と
ソ

フ
ィ

ア
だ

よ
り

の
発

行
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

に
よ

り
広

報
を

行
っ

た
。

ま
た

、
資

料
の

特
設

展
示

を
32

回
行

っ
た
。

・
貸
出
者
数
 …

99
,0
83

人
（
前
年
度
92

,3
84
人
）

・
貸
出
冊
数
 …

31
4,
01

1点
（
前
年
度
28
8,
83

3点
）

・
入
館
者
数
 …

23
3,
15

2人
（
前
年
度
22
3,
65

5人
）

利
用
者
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
照
会
に
対
応
し
た
。

・
対
応
実
績
 …

1,
18
4件

（
前
年
度
1,

18
0件

）
柏

崎
高

校
お

す
す

め
図

書
の

紹
介

と
「

柏
崎

サ
イ

エ
ン

ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｋ
Ｓ
Ｐ
）
」
の
活
動
支
援
を
実
施
し
た
。

・
利
用
実
績
 …

20
班
78

人
（
前
年
度
18

班
57

人
）

重
い

本
の

持
ち

運
び

に
便

利
な

ブ
ッ

ク
カ

ー
ト

3台
を
寄

贈
に

よ
り
設
置
し
た
。

学
校

読
書

支
援

員
5
人

が
市

内
全
20

小
学

校
を

巡
回

し
、

図
書

の
廃

棄
、

書
架

整
理

、
資

料
整

備
、

読
書

指
導

な
ど

、
学

校
図

書
館

の
読

書
環

境
整

備
と

児
童

に
対

す
る

読
書

支
援

を
行

い
、

学
校

図
書

館
の

読
書

環
境

整
備

と
読

書
支

援
を

行
っ

た
。

ま
た

、
学

校
に

対
し

支
援

活
動

の
満

足
度

調
査

を
実

施
し
、
学
校
と
の
連
携
を
図
っ
た
。

移
動
図
書
館
事
業

［
図
書
館
］

2,
81
6

1,
89
5
移
動
図
書
館

市
内

19
小

学
校

（
柏

崎
小

学
校

を
除

く
。

）
に

月
1
回
程

度
巡

回
し

、
児

童
の

読
書

推
進

を
図

っ
た

。
16
6
回

（
前

年
度

10
6

回
）

・
貸

出
利

用
…

3,
33
0
人

、
8,
76
6
点

（
前

年
度

2,
43
2
人

、
5,
99
1点

）

貸
出
文
庫

コ
ミ

セ
ン

や
介

護
福

祉
施

設
、

幼
稚

園
・

保
育

園
等

69
（

前
年

度
81

）
の

希
望

団
体

に
40

～
50

冊
程

度
の

図
書

を
貸

し
出

し
、
施
設
利
用
者
の
読
書
推
進
を
図
っ
た
。

・
利
用
数
…
17
,5
80

点
（
前
年
度
19

,0
59
点
）

各
小

学
校

や
施

設
に

お
い

て
も

多
く

の
図

書
か

ら
主

体
的

に
本

を
選

ぶ
こ

と
が

で
き

た
た

め
、

読
書

へ
の

興
味

や
読

書
の

幅
を

広
げ

る
機

会
と
な
り
、
市
民
の
読
書
活
動
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

A

市
民

が
充

実
し

た
読

書
機

会
を

得
ら

れ
る

よ
う

、
引

き
続

き
事

業
を

継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

12 13

12
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⑵
　

地
域

ぐ
る

み
で

子
ど

も
や

若
者

を
育

て
る

○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ●

18
Ｓ

小
学

校
14

校
に

、
前

年
度

よ
り

2名
多
い

35
名

の
特

別
支

援
学

級
介

助
員

を
配

置
し

、
特

別
支

援
学

級
に

在
籍

す
る

児
童

が
安

心
で

き
る

環
境

で
充

実
し

た
学

校
生

活
を

送
れ

る
よ

う
支

援
し
た
。
指
導
力
向
上
の
た
め
研
修
を
充
実
さ
せ
た
。

＜
特
別
支
援
学
級
在
籍
児
童
生
徒
＞

　
小
学
校
：
25
4人

（
前
年
度
：
26
7人

）
　
中
学
校
：
10
5人

（
前
年
度
：
91
人
）

＜
特
別
支
援
学
級
学
級
数
＞

　
小
学
校
：
55
学
級

（
前
年
度
：
58

学
級
）

　
中
学
校
：
23
学
級

（
前
年
度
：
23

学
級
）

86
,9
37

89
,8
53

特
別
支
援
学
級
介
助
事
業

［
学
校
教
育
課
］

特
別

支
援

学
級

に
在

籍
す

る
児

童
の

個
性

・
特

性
に

応
じ

て
適

切
に

介
助

員
を

配
置

し
た

こ
と

に
よ

り
、

安
定

し
た

学
校

生
活

を
送

る
こ

○

支
援
方
策
の
理
解
を
深
め
、
実
践
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

通
級

指
導

教
室

を
利

用
す

る
児

童
生

徒
の

増
加

や
教

育
的

ニ
ー

ズ
の

多
様

化
が

顕
著

に
見

ら
れ

る
。

通
級

指
導

教
室

の
新

設
も

含
め

、
教

室
環

境
の

整
備

や
指

導
の

た
め

に
必

要
な

情
報

端
末

等
の

更
新

、
指

導
者
の
育
成
等
が
必
要
で
あ
る
。

就
学
援
助
費

［
学
校
教
育
課
］

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業

［
学
校
教
育
課
］

通
級
指
導
教
室
事
業

［
学
校
教
育
課
］

担
当

者
の

指
導

力
向

上
、

教
室

環
境

の
整

備
に

つ
な

が
り

、
多

様
な

教
育

的
ニ

ー
ズ

の
あ

る
児

童
生

徒
が

専
門

的
な

指
導

・
支

援
を

受
け

る
こ
と
が
で
き
、
在
籍
校
で
の
適
応
力
が
向
上
し
た
。

と
が
で
き
た
。
年
3回

の
悉
皆

し
っ
か
い

研
修
に
よ
り
、
児
童
の
特
性
や
具
体
的

A ＳＡ

 
 
ア

　
地

域
に

誇
り

と
愛

着
の

持
て

る
教

育
の

推
進

　
≪

地
域

の
宝

・
育

成
戦

略
≫

特
別

支
援

学
級

に
在

籍
す

る
児

童
13
5
名

・
生

徒
59

名
、

他
校

の
通

級
指

導
教

室
に

通
う

児
童

52
名

・
生

徒
5
名

の
保

護
者

に
、

小
・

中
学

校
に

お
け

る
必

要
経

費
（

学
用

品
費

、
学

校
給
食
費
、
交
通
費
等
）
の
一
部
を
援
助
し
た
。

特
別

支
援

学
級

等
に

在
籍

す
る

児
童

・
生

徒
の

保
護

者
に

援
助

費
を

支
給
し
、
就
学
環
境
の
向
上
に
寄
与
し
た
。

小
・

中
学

校
の

在
籍

児
童

数
は

年
々

減
少

し
て

い
る

が
、

特
別

支
援

学
級

在
籍

者
数

は
前

年
度

か
ら

ほ
ぼ

横
ば

い
で

推
移

し
て

い
る

。
今

後
も

特
別

支
援

学
級

等
に

在
籍

す
る

児
童

・
生

徒
を

持
つ

保
護

者
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
就
学
環
境
を
保
障
す
る
必
要
が
あ
る
。

介
助

員
の

配
置

に
つ

い
て

は
、

特
別

支
援

学
級

在
籍

児
童

数
の

増
減

と
個
々
の
特
性
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

75
,5
56

経
済

的
理

由
で

就
学

困
難

な
児

童
42
3
名

、
生

徒
29
5
名

の
保

護
者

に
、

小
・

中
学

校
に

お
け

る
必

要
経

費
（

学
用

品
費

、
学

校
給

食
費

等
）

の
一

部
を

援
助

し
た

。
ま

た
、

令
和

4
（

20
22

）
年

度
に

入
学

予
定

の
経

済
的

理
由

で
就

学
困

難
な

児
童

41
名

及
び

生
徒

81
名

の
保

護
者

に
、

新
入

学
学

用
品

費
等
を
入
学
前
に
援
助
し
た
。

就
学

困
難

な
児

童
・

生
徒

の
保

護
者

に
援

助
費

を
支

給
し

、
就

学
環

境
の
向
上
に
寄
与
し
た
。

小
・

中
学

校
の

在
籍

児
童

・
生

徒
数

は
年

々
減

少
し

て
い

る
が

、
在

籍
児

童
・

生
徒

数
に

占
め

る
認

定
者

の
人

数
は

ほ
ぼ

変
わ

り
な

く
、

今
後

も
継

続
し

て
事

業
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
学

校
と

連
携

し
な

が
ら

、
保

護
者

へ
の

制
度

周
知

を
徹

底
し

て
い

く
必

要
が

あ
る
。

3,
75
1

3,
42
4
キ

ャ
リ

ア
教

育
講

演
会

や
キ

ャ
リ

ア
教

育
授

業
モ

デ
ル

校
事

業
を

実
施

し
た

。
講

演
会

は
、

コ
ロ

ナ
禍

で
例

年
ど

お
り

の
実

施
が

困
難

な
状

況
で

あ
っ

が
、

44
内

容
、

82
名

の
講

師
が

職
業
や
生
き
方
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

（
例
）

半
田

小
学

校
：

「
パ

テ
ィ

シ
エ

の
仕

事
に

つ
い

て
」

（
矢

代
愛
氏
）

剣
野

小
学

校
：

「
日

本
の

伝
統

文
化

体
験

」
（

木
村

茶
道

美
術
館
）

松
浜

中
学

校
：

「
手

話
教

室
・

点
字

教
室

」
（

松
田

征
夫

氏
、
中
村
和
巳
氏
）

資
料

提
供

に
よ

り
、

こ
れ

ま
で

お
仕

事
体

験
塾

に
参

加
し

た
こ

と
が

な
い

児
童

生
徒

に
も

柏
崎

の
良

さ
や

職
業

に
つ

い
て

考
え

る
き

っ
か

け
の
一
つ
と
な
っ
た
。

モ
デ

ル
校

事
業

で
は

、
外

部
講

師
と

の
連

携
に

よ
り

取
組

を
充

実
さ

せ
た
。

講
演

会
は

、
年

度
始

め
に

計
画

を
提

出
し

て
取

り
組

ん
だ

た
め

、
昨

年
度
を
上
回
る
活
用
が
あ
っ
た
。

 
 
ウ

　
子

ど
も

の
健

全
育

成
支

援
の

推
進

　

事
務
事
業
名

予
算
現
額

（
千
円
）

決
算
額

（
千
円
）

事
業
概
要
・
実
績

○
＝
成
果
　
●
＝
課
題
・
今
後
の
取
組

評
価

ラ
ン
ク

 
 
イ

　
青

少
年

育
成

活
動

の
推

進
と

家
庭

教
育

の
支

援

Ａ

モ
デ

ル
校

で
の

学
び

を
他

の
中

学
校

に
共

有
す

る
た

め
の

情
報

交
換

の
機
会
や
教
職
員
研
修
等
、
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

キ
ャ

リ
ア

教
育

講
演

会
は

、
年

度
始

め
に

立
て

た
計

画
に

基
づ

き
確

実
に
実
施
・
予
算
執
行
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

90
,5
50 77
3

70
0
田

尻
小

学
校

に
発

達
障

害
通

級
指

導
教

室
が

新
設

さ
れ

た
。

指
導

に
必

要
な

教
材

や
教

材
研

究
の

た
め

の
書

籍
購

入
等

の
支
援
、
通
級
指
導
教
室
の
環
境
整
備
を
行
っ
た
。

通
級

指
導

担
当

者
主

催
の

研
修

会
は

、
年

4
回

実
施

し
た

。
（
参
加
者
数
延
べ
10
5人

）
＜
通
級
指
導
教
室
在
籍
児
童
生
徒
＞

　
小
学
校
：
18
3人

（
前
年
度
：
16
4人

）
　
中
学
校
：
45
人
（

前
年
度
：
39
人
）

8,
52
6

就
学
奨
励
費

［
学
校
教
育
課
］

11
,9
43

15 1614 17

13
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評
価

ラ
ン
ク

○
＝
成
果
　
●
＝
課
題
・
今
後
の
取
組

事
務
事
業
名

予
算
現
額

（
千
円
）

決
算
額

（
千
円
）

令
和

2（
20
20
）

年
度

に
実

施
で

き
な

か
っ

た
事

業
も

、
感

染
症

対
策

を
徹

底
し

な
が

ら
少

し
ず

つ
実

施
す

る
よ

う
努

め
て

き
た

。
地

域
団

体
や

大
学

等
と

連
携

し
、

学
校

や
家

庭
だ

け
で

は
体

験
で

き
な

い
様
々
な
活
動
の
場
を
提
供
し
て
き
た
。

今
後

の
子

ど
も

大
学

の
事

業
内

容
、

実
施

方
針

に
つ

い
て

委
員

か
ら

意
見
を
聴
く
場
を
設
け
た
。

事
業
概
要
・
実
績

修
学
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
等
支
援
事
業

［
学
校
教
育
課
］

6,
55
1

AＡAＳ

6,
54
7
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

に
修

学
旅

行
を

中
止

又
は

延
期

、
変

更
し

た
小

学
校

（
4
校
）

及
び

中
学

校
（
8校

）
に
対
し
て
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
等
を
補
助
し
た
。

小
学

校
及

び
中

学
校

に
補

助
金

と
し

て
キ

ャ
ン

セ
ル

料
等

に
係

る
経

費
を

交
付

し
た

こ
と

に
よ

り
、

保
護

者
の

経
済

的
な

負
担

軽
減

に
つ

な
が
っ
た
。

Ａ
今

後
も

社
会

情
勢

を
注

視
し

、
必

要
な

支
援

を
行

う
こ

と
を

検
討

す
る
。

6,
83
1

中
学
校
心
の
教
室
相
談
員
事
業

［
学
校
教
育
課
］

5,
40
2

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
事
業

［
文
化
・
生
涯
学
習
課
］

(前
事

業
名

：
学

校
支

援
地

域
本
部
事
業
）

財
源

で
あ

る
か

し
わ

ざ
き

子
ど

も
育

成
基

金
の

残
高

減
少

に
伴

い
、

今
後

の
こ

ど
も

大
学

の
在

り
方

や
事

業
内

容
等

の
に

つ
い

て
検

討
す

る
必
要
が
あ
る
。

1,
63
3

1,
35
0
中

学
校

区
に

派
遣

さ
れ

て
い

る
県

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

の
業

務
量

が
多

い
中

学
校

6
校

に
対

し
3
名

の
「

心
の

教
室

相
談
員
」
を
配
置
し
た
。

日
常

生
活

の
何

気
な

い
関

わ
り

か
ら

、
不

安
や

悩
み

を
抱

え
る

生
徒

に
対

し
丁

寧
な

対
応

を
行

っ
た

。
報

告
さ

れ
た

生
徒

と
の

関
わ

り
は

延
べ

2,
02
2
件

、
そ

の
う

ち
深

刻
な

教
育

相
談

等
は
23
件
で
あ
っ
た
。

5,
68
9

2,
77
8

キ
ャ

リ
ア

教
育

コ
ー

ス
や

こ
ど

も
の

笑
顔

創
造

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

な
ど

全
6
コ

ー
ス

を
実

施
し

た
（

地
域

住
民

を
含

む
参

加
人

数
は

9,
33
0
名

）
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
、

ロ
ボ

ッ
ト

工
作

コ
ー

ス
の

工
作

教
室

・
交

流
競

技
会
は
中
止
し
た
。

な
お

、
キ

ャ
リ

ア
教

育
コ

ー
ス

、
学

校
教

育
活

動
推

進
事

業
は
別
科
目
か
ら
支
出
さ
れ
て
い
る
。

感
染

症
対

策
を

講
じ

な
が

ら
、

地
域

団
体

や
大

学
等

と
連

携
し

、
学

校
や

家
庭

だ
け

で
は

体
験

で
き

な
い

様
々

な
活

動
の

場
を

提
供

し
、

子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
育
む
こ
と
が
で
き
た
。

全
小

・
中

学
校

に
地

域
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
（

37
名

）
を

配
置

し
、

従
来

の
地

域
が

学
校

を
支

援
す

る
と

い
う

一
方

向
の

活
動

か
ら

、
学

校
と

地
域

住
民

が
共

に
地

域
の

課
題

を
解

決
す

る
活

動
や

地
域

の
行

事
に

学
校

が
参

画
し

て
、

共
に

地
域

づ
く

り
に

関
わ

る
活

動
に

取
り

組
む

こ
と

で
、

学
校

、
家

庭
、

地
域

が
一

体
と

な
っ

て
地

域
ぐ

る
み

で
の

子
ど

も
の

育
成
に
つ
な
げ
て
い
る
。

地
域

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

・
学

校
担

当
者

を
対

象
と

し
た

「
地

域
総

ぐ
る

み
で
⼦

供
の

成
⻑

を
⽀

え
る

確
か

な
仕

組
み

づ
く

り
」

に
つ

い
て

の
講

義
・

演
習

を
実

施
し

、
地

域
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
12

人
、

協
働

活
動

支
援

員
10

人
、

学
校

担
当

者
24
人
の
計
46
人
が

受
講
し
た
。

か
し
わ
ざ
き
こ
ど
も
大
学
事
業

［
学
校
教
育
課
］

6,
88
2

学
校

の
実

態
に

応
じ

た
よ

り
き

め
細

か
な

相
談

支
援

業
務

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

、
生

徒
の

悩
み

の
解

消
や

自
己

肯
定

感
の

向
上

に
つ

な
が
っ
た
。

専
門

員
に

よ
る

丁
寧

な
調

査
活

動
に

よ
り

、
保

護
者

の
理

解
を

得
ら

れ
、

お
お

む
ね

適
正

な
就

学
に

つ
な

が
る

判
断

を
出

す
こ

と
が

で
き

た
。

特
別

支
援

教
育

相
談

員
の

配
置

に
よ

り
、

適
正

就
学

に
つ

な
が

る
保

護
者

と
の

相
談

の
充

実
や

子
ど

も
へ

の
適

切
な

支
援

を
実

施
す

る
こ

と
が
で
き
た
。

専
門

員
へ

の
依

頼
件

数
が

増
加

し
て

い
る

。
ま

た
、

複
雑

な
要

因
の

あ
る

ケ
ー

ス
へ

の
対

応
な

ど
が

増
え

て
い

る
。

特
別

支
援

学
級

の
増

加
に

よ
り

、
特

別
支

援
学

級
担

任
や

特
別

支
援

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

へ
の

支
援

も
必

須
で

あ
る

。
資

質
向

上
の

た
め

の
研

修
の

充
実

も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

対
応

が
多

岐
に

わ
た

る
た

め
、

今
後

も
生

徒
の

悩
み

を
共

感
的

に
受

け
止
め
る
相
談
員
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。

6,
31
1
特

別
支

援
教

育
会

議
で

は
、

幼
児

部
会

・
小

中
部

会
合

わ
せ

て
、
17
7件

の
審
議
を
行
っ
た
。

ス
ク

ー
ル

サ
ポ

ー
ト

巡
回

相
談

に
つ

い
て

は
、

前
期

と
後

期
を

合
わ

せ
て

64
名

の
相

談
依

頼
が

あ
り

、
専

門
員

（
小

・
中

学
校

教
員

49
名

が
兼

職
）

が
分

担
し

て
巡

回
相

談
を

行
っ

た
。

新
た

に
「

特
別

支
援

教
育

相
談

員
」

を
配

置
し

、
就

学
相

談
に

関
わ

る
検

査
の

実
施

、
保

護
者

や
教

職
員

へ
の

説
明

、
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
巡
回
相
談
で
の
助
言
等
を
行
っ
た
。

財
源

で
あ

る
か

し
わ

ざ
き

子
ど

も
育

成
基

金
の

残
高

が
、

減
少

し
て

い
る

。
こ

ど
も

大
学

の
在

り
方

や
同

様
な

事
業

と
の

統
合

等
を

検
討

し
、
ス
リ
ム
な
事
業
展
開
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

19 20 21 2322

特
別
支
援
教
育
推
進
事
業

［
学
校
教
育
課
］

14



15

○ ● ○ ● ○ ● ○ ●

AＡ－Ａ

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業

［
文
化
・
生
涯
学
習
課
］

(1
00
)

(5
1)

柏
崎

市
子

ど
も

会
連

合
会

と
の

協
働

に
よ

り
、

柏
崎

市
内

の
小

・
中

学
生

を
対

象
に

、
子

ど
も

会
な

ど
で

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
活

躍
で

き
る

知
識

や
技

能
を

身
に

付
け

る
こ

と
を

目
的

と
し
た
研
修
を
実
施
し
た
。

・
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
参
加
者

　
29
人
（
前
年
度
28

人
）

・
研
修
実
施
回
数

　
7回

（
前
年
度
7回

）
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

1
回

を
中

止
し

た
。

年
齢

や
学

区
の

異
な

る
児

童
・

生
徒

が
研

修
に

参
加

す
る

こ
と

で
、

互
い

に
協

力
し

て
活

動
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

社
会

性
や

協
調

性
を

育
む

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

子
ど

も
が

自
ら

考
え

、
主

体
的

に
活

動
す

る
こ

と
を

念
頭

に
研

修
を

進
め

、
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

の
資

質
を

養
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

小
・

中
学

生
が

研
修

で
得

た
知

識
や

技
術

を
子

ど
も

会
活

動
に

限
ら

ず
、

各
地

域
に

お
け

る
行

事
等

に
お

い
て

中
心

的
な

役
割

と
し

て
活

躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
事
業
を
進
め
る
。

評
価

ラ
ン
ク

事
務
事
業
名

子
ど

も
達

を
取

り
巻

く
環

境
は

、
日

々
変

化
し

て
お

り
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
の

知
識

向
上

の
た

め
、

今
後

も
各

種
研

修
会

等
を

続
け

て
い

く
必

要
が

あ
る
。

事
業
概
要
・
実
績

○
＝
成
果
　
●
＝
課
題
・
今
後
の
取
組

予
算
現
額

（
千
円
）

決
算
額

（
千
円
）

子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
運
営
事
業

［
文
化
・
生
涯
学
習
課
］

68
54

柏
崎
市
子
ど
も
会
連
合
会
と
協
働
し
、
子
ど
も
の
心
身
の
健

康
を
増
進
し
情
操
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
ト
ラ
イ

ウ
オ
ー
ク
＆
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
・
パ
ラ
ス
ポ

＆
こ
ど
も
の
遊
び
の
広
場
20
21
(福

祉
課
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

連
携
)、

こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
た
。
な
お
、

開
催
を
予
定
し
て
い
た
冬
の
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
中

止
し
た
。

・
ト
ラ
イ
ウ
オ
ー
ク
＆
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
参
加
者

　
13
5人

(前
年
度
17

1人
)

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
・
パ
ラ
ス
ポ
＆
こ
ど
も
の
遊
び
の
広
場
20
21

　
参
加
者

　
20
8人

(前
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

　
影
響
に
よ
り
中
止
)

・
こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
参
加
者

　
20
8人

(前
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

　
影
響
に
よ
り
中
止
)

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
下

で
は

あ
っ

た
が

多
数

の
参

加
が

あ
り

、
体

験
活

動
や

参
加

者
相

互
の

交
流

を
通

し
て

、
青

少
年

の
健
全
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

日
帰
り
で
の
開
催
も
検
討
し
た
が
実
施
に
至
ら
な
か
っ
た
。
引
き
続

き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
考
慮
し
た
運
営
と
メ

ニ
ュ
ー
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

－

24

地
域
で
育
む
子
ど
も
育
成
事
業

［
文
化
・
生
涯
学
習
課
］

70
5

40
8
各

Ｐ
Ｔ

Ａ
団

体
が

主
体

と
な

っ
て

行
う

子
ど

も
育

成
事

業
を

柏
崎

市
小

中
学

校
Ｐ

Ｔ
Ａ

連
合

会
（

市
Ｐ

連
）

と
協

力
し

て
事

業
展

開
し

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の
た
め
、
中
止
し
た
事
業
も
あ
っ
た
。

・
市
Ｐ
連
事
業

　
　
　
　
1事

業
　
 （

前
年
度
　
 0

事
業
）

・
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
事
業

　
　
　
　
16
事
業
　
（
前
年
度
　
12
事
業
）

各
種

研
修

会
等

の
事

業
を

開
催

す
る

こ
と

に
よ

り
、

市
Ｐ

連
、

地
区

Ｐ
Ｔ

Ａ
会

員
の

知
識

を
深

め
る

と
と

も
に

、
子

ど
も

達
の

育
成

に
も

つ
な
が
っ
た
。

な
ぎ
さ
体
験
塾
運
営
事
業

［
文
化
・
生
涯
学
習
課
］

22
5

0
東

村
山

市
・

東
久

留
米

市
・

柏
崎

市
の

共
催

で
シ

ー
ユ

ー
ス

雷
音

を
拠

点
に

、
2
泊

3
日

の
小

学
5
・

6
年

生
に

よ
る

交
流

体
験

を
実

施
す

る
予

定
で

あ
っ

た
が

、
全

国
的

な
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
中
止
し
た
。

引
き

続
き

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
対

応
し

た
事

業
実

施
を

目
指

し
、

内
容

の
改

善
や

更
新

に
取

り
組

む
。

子
ど

も
会

活
動

の
活

性
化

の
た

め
に

本
事

業
を

活
用

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
地

域
の

子
ど

も
会
と
の
連
携
を
深
め
る
。

25 26 27

15
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⑶
　

教
育

環
境

を
充

実
さ

せ
る

　

○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ●

A

11
8,
31
0

96
,2
04

市
立

小
・

中
学

校
の

環
境

衛
生

検
査

を
実

施
し

、
健

全
な

教
育

環
境

が
保
た
れ
た
。

・
遠

距
離

通
学

の
児

童
生

徒
に

対
し

て
、

通
学

支
援

（
ス

ク
ー

ル
バ

ス
の

運
行

や
通

学
定

期
券

の
支

給
）

を
実

施
し

た
。

登
下

校
の

ほ
か

、
校

外
学

習
等

の
移

動
手

段
と

し
て

利
用
し
た
。

・
ス

ク
ー

ル
バ

ス
校

外
利

用
申

請
の

簡
素

化
に

向
け

、
運

行
委

託
事

業
者

と
の

協
議

、
令

和
4
（

20
22

）
年

度
予

算
へ

の
計

上
を
行
っ
た
。

【
通
学
距
離
基
準
】

・
児
童
：
片
道
  
2.
5㎞

・
生
徒
：
片
道
　
夏
期
4.
5㎞

、
冬
期
3.
5㎞

【
通
学
支
援
を
受
け
た
人
数
】

・
令
和
3（

20
21
）

年
度
　
58

5人
・
令
和
2（

20
20
）

年
度
　
55

9人

ス
ク

ー
ル

バ
ス

の
新

規
リ

ー
ス

、
運

行
計

画
の

再
編

を
行

う
こ

と
に

よ
り
、
遠
距
離
通
学
の
児
童
生
徒
の
負
担
を
軽
減
し
た
。

ま
た

、
運

行
委

託
事

業
者

と
、

ス
ク

ー
ル

バ
ス

校
外

利
用

申
請

受
付

業
務
の
移
管
に
つ
い
て
協
議
し
、
業
務
を
簡
素
化
し
た
。

児
童

生
徒

の
安

全
な

通
学

支
援

を
行

う
た

め
に

車
両

を
良

好
な

状
態

に
管

理
し

、
老

朽
化

し
た

車
両

を
計

画
的

に
更

新
す

る
。

ま
た

、
学

校
の

意
見

を
聞

き
な

が
ら

児
童

生
徒

が
通

学
し

や
す

い
環

境
を

整
備

す
る
必
要
が
あ
る
。

A

新
規

貸
付

者
18

人
を

含
む

62
人

に
貸

付
け

を
し

、
教

育
の

機
会

均
等

の
向

上
が

図
ら

れ
た

。
ま

た
、

令
和

3（
20
21
）

年
度

か
ら

他
の

奨
学

金
制

度
と

の
併

給
を

可
能

に
し

、
大

学
等

在
学

生
の

申
請

を
認

め
た
。

こ
れ
に

よ
り

、
4
人
の

大
学

等
在

学
生

か
ら

申
請

が
あ

り
、

更
に

幅
広
く
学
生
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

11
6,
07
8

学
生

が
更

に
利

用
し

や
す

い
制

度
と

す
る

た
め

に
、

社
会

情
勢

等
に

合
わ
せ
た
制
度
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

AA
健
全
な
環
境
を
維
持
す
る
た
め
に
検
査
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。

事
務
事
業
名

予
算
現
額

（
千
円
）

決
算
額

（
千
円
）

事
業
概
要
・
実
績

○
＝
成
果
　
●
＝
課
題
・
今
後
の
取
組

評
価

ラ
ン
ク

奨
学
金
貸
付
事
業

［
教
育
総
務
課
］

49
,2
00

38
,7
60

経
済

的
な

理
由

に
よ

り
大

学
・

短
期

大
学

・
専

修
学

校
（

専
門

課
程

）
へ

の
就

学
が

困
難

な
学

生
に

学
資

の
貸

付
け

を
行
っ
た
。

【
令
和
3（

20
21
）

年
度
】

・
貸
付
者
総
数
62
人

・
新

規
貸

付
者

18
人

、
う

ち
大

学
等

在
学

生
（

編
入

生
含

む
。
）
4人

【
令
和
2（

20
20
）

年
度
】

・
貸
付
者
総
数
67
人

・
新
規
貸
付
者
11
人

学
校
管
理
運
営
費

［
教
育
総
務
課
］

37
,8
95

32
,1
40

小
・

中
学

校
を

維
持

・
管

理
す

る
経

費
の

予
算

の
中

か
ら

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
と

し
て

、
国

の
補

助
金

を
活

用
し

、
衛

生
管

理
用

品
の

他
に

消
毒

作
業

員
を

配
置

し
た
。
ま
た
、
電
子
黒
板
の
整
備
を
前
倒
し
で
行
っ
た
。

・
ア
ル
コ
ー
ル
等
の
衛
生
用
品
（
4,
72
3千

円
）

・
消
毒
作
業
員
手
数
料
（
9,
59
7千

円
）

　
従
事
者
数
：
小
学
校
98
名
＋
中
学
校
40
名
（
合
計
13
8名

）
　
R3
.7
～
R4
.3
ま
で
作
業

・
電
子
黒
板
（
17
,8
20
千
円
）

　
小
学
校
34
台
＋
中
学
校
7台

（
合
計
41
台
）

小
・

中
学

校
の

衛
生

管
理

用
品

の
充

実
及

び
消

毒
作

業
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
拡

大
対

策
に

寄
与

し
た

。
ま

た
、

小
・

中
学

校
の

普
通

教
室

と
理

科
室

分
の

電
子

黒
板

を
整

備
し

た
こ

と
に

よ
り

、
感

染
拡

大
対

策
及

び
学

習
環

境
改

善
に

寄
与
し
た
。

A
今

後
も

国
の

補
助

金
等

を
活

用
し

て
、

児
童

生
徒

の
安

全
及

び
学

習
環
境
を
確
保
す
る
。

通
学
支
援
事
業

［
教
育
総
務
課
］

11
6,
07
6
小

・
中

学
校

用
務

員
業

務
を

民
間

委
託

し
、

全
て

の
学

校
に

用
務

員
を

配
置

し
て

い
る

。
ま

た
、

令
和

3
（

20
21

）
年

7
月

31
日

で
3
年

間
の

長
期

継
続

契
約
が

期
限

を
迎

え
た

た
め

、
入

札
を

行
い

、
令

和
3
（

20
21

）
年

8
月

1
日

か
ら

令
和

6
（

20
24

）
年

7
月

31
日

ま
で

の
長

期
継
続

契
約

を
新

た
に

締
結

し
た
。

学
校

用
務

員
業

務
を

適
正

か
つ

確
実

に
行

い
、

良
好

な
学

校
教

育
環

境
を

維
持

し
た

。
ま

た
、

令
和

3
（

20
21

）
年

7
月

31
日

の
契

約
満

了
に

伴
い

、
新

規
契

約
に

係
る

入
札

、
契

約
締

結
を

行
い

、
安

定
的

な
小
・
中
学
校
の
管
理
業
務
の
維
持
・
運
営
を
行
っ
た
。

学
校

、
受

託
者

と
連

携
し

な
が

ら
、

用
務

員
の

資
質

の
維

持
・

向
上

を
図
り
、
学
校
教
育
環
境
の
適
切
な
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

 
 
ア

　
良

好
な

教
育

環
境

の
整

備
 
 
イ

　
教

育
現

場
の

情
報

化
の

推
進

学
校

薬
剤

師
に

よ
る

学
校

環
境

衛
生

定
期

検
査

及
び

学
校

給
食

衛
生

管
理

定
期

検
査

を
実

施
し

た
。

（
全

小
・

中
学

校
、

年
間
1回

）
28 29 30 31 32

学
校
用
務
員
委
託
事
業

［
教
育
総
務
課
］

環
境
衛
生
検
査
費

［
学
校
教
育
課
］

1,
45
3

1,
44
2

16
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○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○

事
務
事
業
名

予
算
現
額

（
千
円
）

決
算
額

（
千
円
）

事
業
概
要
・
実
績

○
＝
成
果
　
●
＝
課
題
・
今
後
の
取
組

評
価

ラ
ン
ク

A

50
,0
34

48
,4
00

南
中

学
校

の
経

年
劣

化
し

た
屋

上
防

水
の

改
修

工
事

を
実

施
し
た
。

老
朽

化
に

よ
り

、
早

急
な

改
修

を
要

す
る

施
設

が
増

加
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

生
徒

の
安

全
・

安
心

を
確

保
し

、
良

好
か

つ
快

適
な

教
育

環
境
の
整
備
を
継
続
し
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

令
和

2
（

20
20

）
年

度
に

行
っ

た
実

施
設

計
に

基
づ

き
、

改
築

工
事

（
令

和
3
（

20
21

）
年

・
令

和
4
（

20
22

）
年

継
続

事
業

）
の

Ⅰ
期

工
事

及
び

工
事

監
理

を
実

施
。

設
計

で
は

、
既

存
校
舎
解
体
工
事
設
計
を
実
施

学
校
施
設
長
寿
命
化
事
業

［
教
育
総
務
課
］

中
学
校
施
設
整
備
事
業

［
教
育
総
務
課
］

66
0,
70
0

逓
次
繰
越

11
2,
30
0

18
5,
50
6

逓
次
繰
越

11
2,
30
0

槇
原
小
学
校
大
規
模
改
修
・
校
舎
棟
増
築
工
事
（
令
和
3

（
20
21
）
・
令
和
4（

20
22
）
年
継
続
事
業
）
の
Ⅰ
期
工
事
を

実
施

・
老
朽
化
し
た
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
を
解
体
し
、
木
造
2階

建
て
の

校
舎
を
増
築

・
体
育
館
に
多
目
的
ト
イ
レ
を
設
置
。
ト
イ
レ
の
洋
式
化

（
体
育
館
、
南
棟
校
舎
）

令
和
4（

20
22
）
年

度
予
定
工
事
で
、
国
の
令
和
3（

20
21
）

年
度
補
正
予
算
の
交
付
金
事
業
採
択
を
受
け
た
も
の
に
つ
い

て
、
令
和
3（

20
21
）
年
度
で
前
倒
し
補
正
し
、
令
和
4

（
20
22
）
年
度
予
算

に
明
許
繰
越
を
す
る
。

半
田

小
学

校
の

経
年

劣
化

し
た

グ
ラ

ウ
ン

ド
を

改
修

す
る

た
め
の
測
量
設
計
を
実
施
し
た
。

老
朽
化
部
分
の
大
規
模
改
修
工
事
及
び
施
設
の
長
寿
命
化
工
事
に
よ

り
、
利
便
性
及
び
快
適
性
が
向
上
し
、
良
好
な
教
育
環
境
の
整
備
が

で
き
た
。

児
童
・
生
徒
の
安
全
・
安
心
、
ま
た
、
災
害
時
の
地
域
住
民
の
避
難

所
・
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
学
校
施
設
と
す
る
た
め
、

「
学
校
施
設
等
長
寿
命
化
計
画
（
個
別
施
設
計
画
）
」
に
基
づ
い
た

計
画
的
な
改
修
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
補
修
事
業

［
教
育
総
務
課
］

13
2,
00
0

AＡA

32
,2
47

31
,3
12

平
成

30
（

20
18

）
年

度
か

ら
の

継
続

事
業

と
し

て
、

令
和

2
（

20
20

）
年

度
の

設
計

に
基

づ
き

、
旧

体
育

館
・

食
堂

棟
の

跡
地

に
学

習
広

場
及

び
駐

車
場

を
整

備
、

あ
わ

せ
て

、
校

舎
裏

の
敷

地
内

通
路

を
改

修
し

、
駐

車
場

へ
の

乗
り

入
れ

口
を

整
備
し
た
。

旧
屋

内
体

育
館

・
食

堂
棟

の
跡

地
に

、
学

習
広

場
及

び
駐

車
場

を
整

備
し

、
敷

地
内

通
路

の
改

修
と

乗
り

入
れ

口
を

設
置

し
た

こ
と

で
、

屋
外

で
の

良
好

な
教

育
環

境
の

整
備

が
で

き
、

施
設

利
用

者
の

利
便

性
が
向
上
し
た
。

平
成

30
（

20
18

）
年

度
か

ら
の

継
続

事
業

が
全

て
完

了
し

た
。

今
後

は
、

引
き

続
き

児
童

の
安

全
・

安
心

を
確

保
し

、
良

好
か

つ
快

適
な

教
育
環
境
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
管
理
を
行
う
。

経
年

劣
化

に
よ

り
、

早
急

な
改

修
を

要
す

る
施

設
が

増
加

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
児

童
の

安
全

・
安

心
を

確
保

し
、

良
好

か
つ

快
適

な
教

育
環
境
の
整
備
を
継
続
し
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

A

老
朽

化
し

た
施

設
の

改
修

に
よ

り
、

生
徒

の
安

全
・

安
心

を
確

保
し
、
良
好
か
つ
快
適
な
教
育
環
境
の
整
備
が
で
き
た
。

6,
98
9

日
吉
小
学
校
体
育
館
等
改
築
事
業

［
教
育
総
務
課
］

改
修

工
事

に
必

要
な

測
量

設
計

を
実

施
し

、
安

全
・

安
心

な
屋

外
教

育
環
境
の
整
備
の
た
め
の
準
備
が
で
き
た
。

33 34 35 36 37

84
,4
78

逓
次
繰
越

60
9,
55
5

築
後

40
年

以
上

が
経

過
し

、
老

朽
化

し
た

校
舎

と
屋

内
体

育
館

の
改

築
事

業
を

進
め

、
安

全
・

安
心

で
、

か
つ

、
快

適
で

高
質

の
教

育
環

境
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
適

正
規

模
の

学
校

施
設

と
な

る
よ

う
計

画
的
に
改
築
の
準
備
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

工
事

を
進

め
る

と
と

も
に

、
令

和
5
（
20
23

）
年

度
に

行
う

予
定

の
既

存
校

舎
・

体
育

館
解

体
工

事
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
改

修
工

事
の

設
計

等
を

計
画
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

1,
83
2,
54
8

逓
次
繰
越

80
9,
67
2

東
中
学
校
改
築
事
業

［
教
育
総
務
課
］

●
実
施
設
計
に
基
づ
き
、
令
和
4（

20
22
）
年
度
の

竣し
ゅ
ん 工

に
向
け
て
改
築

17
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○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ●

A

教
育

Ｉ
Ｃ

Ｔ
（

※
)
の

促
進

及
び

校
務

の
効

率
化

が
図

ら
れ

た
。

ま
た

、
Ｇ

Ｉ
Ｇ

Ａ
ス

ク
ー

ル
構

想
の

推
進

に
伴

い
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
支

援
室

を
設

置
し

、
授

業
支

援
、

機
器

の
保

守
及

び
年

度
更

新
作

業
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

こ
と

に
よ

り
、

安
定

し
た

情
報

教
育

環
境

を
継

続
し

て
確
保
し
た
。

Ａ
共
同
調
理
場
の
統
廃
合
及
び
受
配
校
の
見
直
し
を
進
め
効
率
化
を
図

り
、
経
費
削
減
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

事
務
事
業
名

予
算
現
額

（
千
円
）

決
算
額

（
千
円
）

事
業
概
要
・
実
績

○
＝
成
果
　
●
＝
課
題
・
今
後
の
取
組

情
報

教
育

の
更

な
る

促
進

の
た

め
、

必
要

な
情

報
機

器
等

の
検

討
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

現
行
の
衛
生
基
準
に
則
し
た
施
設
整
備
を
行
う
た
め
に
、
20
年
以
上

経
過
し
た
施
設
の
統
廃
合
及
び
受
配
校
の
見
直
し
を
計
画
ど
お
り
に

進
め
る
。

荒
浜
小
学
校
校
舎
棟
等
改
築
事
業

［
教
育
総
務
課
］
【
新
規
】

35
,5
81

31
,8
25

老
朽

化
し

た
校

舎
棟

等
を

改
築

す
る

た
め

、
設

計
事

業
者

を
公

募
型

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

で
選

定
し

、
改

築
工

事
の

基
本

設
計

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
敷

地
の

地
質

調
査

及
び

文
部

科
学

省
の

補
助

金
活

用
を

検
討

す
る

た
め

に
必

要
な

現
校

舎
の

耐
力

度
調
査
を
実
施
し
た
。

築
後

50
年

以
上

が
経

過
し

、
老

朽
化

に
よ

り
劣

化
し

た
校

舎
の

改
築

事
業

を
進

め
、

安
全

・
安

心
で

、
か

つ
、

快
適

で
高

質
の

教
育

環
境

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

適
正

規
模

の
学

校
施

設
と

な
る

よ
う

計
画

的
に
改
築
の
準
備
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

共
同
調
理
場
の
維
持
管
理
運
営
に
必
要
な
業
務
を
専
門
の
業

者
に
委
託
す
る
こ
と
で
、
小
学
校
20
校
、
中
学
校
11
校
及
び

は
ま
な
す
特
別
支
援
学
校
に
安
全
安
心
な
学
校
給
食
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

児
童
・
生
徒
に
安
全
安
心
な
給
食
の
提
供
が
滞
り
な
く
行
わ
れ
た
。

給
食
業
務
運
営
経
費

[教
育

総
務

課
]

31
6,
83
7

Ａ

34
,1
84

市
内
8か

所
の
学
校
給
食
調
理
場
に
対
し
て
施
設
の
保
守
管
理

及
び
環
境
整
備
を
行
い
、
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
に
沿
っ

た
維
持
管
理
が
で
き
た
。

情
報
機
器
管
理
費

［
教
育
総
務
課
］

給
食
施
設
整
備
事
業

［
教
育
総
務
課
］

31
3,
12
8

38 41 42 4339 40

基
本

設
計

に
基

づ
き

、
令

和
5
（
20
23

）
年

度
の

か
ら

の
改

築
工

事
に

向
け

て
実

施
設

計
等

を
進

め
る

と
と

も
に

、
既

存
校

舎
解

体
工

事
や

グ
ラ

ウ
ン

ド
改

修
工

事
の

設
計

等
を

計
画

的
に

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る
。

31
,2
40

逓
次
繰
越

9,
18
5

21
,7
80

繰
越
明
許

9,
18
5

西
部
地
区
共
同
調
理
場
の
老
朽
化
し
た
食
器
消
毒
保
管
庫
の

入
替
え
と
と
も
に
、
衛
生
管
理
基
準
及
び
大
量
調
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
沿
っ
た
急
速
冷
却
設
備
（
ブ
ラ
ス
ト
チ
ラ
ー
）
の
導

入
を
行
っ
た
。

ま
た
、
東
部
地
区
共
同
調
理
場
に
も
、
急
速
冷
却
設
備
の
導

入
を
行
い
、
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
及
び
大
量
調
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
施
設
と
な
っ
た
。

南
部
地
区
共
同
調
理
場
の
配
送
車
入
替
を
予
定
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
車
の
確
保
が

難
し
い
こ
と
で
入
札
が
不
調
と
な
っ
た
。
納
車
時
期
を
に
次

年
度
へ
改
め
再
入
札
を
実
施
し
、
令
和
4（

20
22
）
年
度
へ
予

算
を
繰
り
越
し
た
。

衛
生
管
理
基
準
に
沿
っ
た
整
備
が
行
わ
れ
、
施
設
環
境
が
改
善
さ
れ

た
。

共
同
調
理
場
の
調
理
機
器
が
、
故
障
・
破
損
等
や
老
朽
化
に
よ
り
安

全
性
が
損
な
わ
れ
る
事
が
無
い
よ
う
に
、
点
検
を
実
施
し
、
老
朽
化

に
著
し
い
機
器
は
計
画
的
に
更
新
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

給
食
施
設
管
理
経
費

［
教
育
総
務
課
］

35
,9
84

評
価

ラ
ン
ク

A

20
6,
62
6

20
6,
62
6
教

育
包

括
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
（

※
)
（
平

成
30

（
20
18

）
年

4
月

1
日

～
令

和
5
（

20
23

）
年

3
月

31
日

）
に

よ
り

、
教

務
室

、
教

室
等

の
情

報
環

境
の

整
備

及
び

情
報

機
器

の
保

守
管

理
を
効
率
的
に
実
施
し
た
。

A

学
校
給
食
の
衛
生
管
理
基
準
に
沿
っ
た
施
設
管
理
が
で
き
た
。

校
舎
戸
締
り
等
委
託
業
務
経
費

[教
育

総
務

課
]【

新
規
】

2,
52
7

1,
95
8
教
職
員
の
働
き
方
改
革
及
び
多
忙
化
解
消
の
一
環
と
し
て
、

小
学
校
7校

、
中
学
校
3校

を
モ
デ
ル
校
に
選
定
し
、
教
職
員

の
負
担
と
な
っ
て
い
た
日
直
業
務
を
民
間
に
委
託
す
る
と
と

も
に
、
日
直
業
務
員
が
退
校
を
促
す
こ
と
に
よ
り
長
時
間
勤

務
の
改
善
を
図
っ
た
。

モ
デ
ル
校
以
外
の
学
校
の
退
校
時
間
も
早
ま
り
、
教
職
員
の
働
き
方

改
革
及
び
長
時
間
勤
務
の
改
善
が
図
ら
れ
た
。

Ａ
今
後
、
委
託
先
の
日
直
業
務
員
の
継
続
的
な
確
保
が
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。
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２
　

学
び

を
通

じ
て

地
域

の
「

た
く

ま
し

さ
」

を
は

ぐ
く

む

　
　

【
第

五
次

総
合

計
画

・
前

期
基

本
計

画
に

お
け

る
施

策
の

方
針

】

文
化
・
生
涯
学
習
課

○ ○ ○ 図
書
館

○ 博
物
館

○ ○

イ
ベ
ン
ト
・講
座
開
催

　
企
画
展
「
柏
崎
の
花
 –
Sp
ri
ng
 C
ol
le
ct
io
n-
」
を
開
催
し
た
。
関
係
課
、
市
民
団
体
、
個
人
等
の
協
力
を
得
て
、
花
に
関
す
る
様
々
な
展
示
品
（
美
術
品
、
生
け
花
、
雪
割
草
等
）
を
展
示
し
た
ほ
か
、
朗
読
・
演
奏

会
、
映
画
の
上
映
会
、
マ
ス
コ
ミ
や
関
係
者
を
招
い
て
の
内
覧
会
な
ど
を
実
施
し
、
多
く
の
市
民
に
来
場
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
「
柏
崎
市
立
図
書
館
寄
贈
資
料
展
」
を
開
催
し
、
郷
土
に
関
す
る
器
物
・

軸
・
屏
風
等
を
含
む
資
料
や
昭
和
時
代
の
市
内
小
・
中
学
校
の
航
空
写
真
を
展
示
す
る
な
ど
、
郷
土
資
料
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
郷
土
資
料
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
利
活
用
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

③
　

図
書

館
、

博
物

館
な

ど
、

生
涯

学
習

に
活

用
さ

れ
る

社
会

教
育

環
境

の
充

実
に

取
り

組
む

。
④

　
学

び
の

成
果

を
地

域
社

会
に

お
け

る
様

々
な

地
域

活
動

、
教

育
活

動
に

い
か

せ
る

よ
う

、
多

様
な

主
体

と
連

携
し

た
生

涯
学

習
を

推
進

す
る

。

新
成
人
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
業

　
新
成
人
を
祝
福
す
る
と
と
も
に
、
成
人
と
し
て
の
自
覚
と
社
会
参
加
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
令
和
3（

20
21
）
年
5月

3日
（
月
・
祝
）
に
成
人
式
の
開
催
を
予
定
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
に
伴
い
、
令
和
3（

20
21
）
年
9月

19
日
(日

)に
延
期
、
令
和
4（

20
22
）
年
3月

5日
(土

)に
再
延
期
し
た
が
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
市
民
を
挙
げ
て
新
成
人
を
祝
福
す
る
と
と
も
に
、
新
成
人
か

ら
郷
土
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

　
な
お

、
令

和
4（

20
22
）
年
9月

25
日
(日

)に
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
管
理
運
営
費

　
年
度
を
通
じ
て
収
容
制
限
等
を
行
い
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境
を
提
供
し
た
。
定
期
投
影
等
で
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
番
組
を
選
定
し
、
ま
た
、
学
習
投
影
で
の
内
容
の
充
実
を
図
る
な
ど
を
行
い
、
天

体
学
習
の
興
味
や
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、
令
和
元
（
20
19
）
年
度
に
新
た
に
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
投
影
の
「
熟
睡
プ
ラ
寝
た
リ
ウ
ム
」
と
「
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
」
は
、
追
加
投
影
を
行
っ
た
回
も
あ
る
な
ど
好
評
を
得
て
い
る
。
な
お
、
令
和
2

（
20
20
）

年
度

に
在

宅
で

も
楽
し
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
始
め
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
動
画
「
ウ
チ
そ
ら
」
の
制
作
・
公
開
を
継
続
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
視
聴
機
会
も
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

博
物
館
振
興
事
業

　
他
機
関
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
収
蔵
資
料
等
を
活
用
し
た
当
市
固
有
の
地
域
資
産
や
文
化
を
発
信
す
る
企
画
展
等
を
行
い
、
市
民
の
教
育
、
学
術
及
び
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
ま
た
、
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
た
取
組
で
は
、
毎
年
度
テ
ー
マ
を
変
え
な
が
ら
「
む
か
し
の
く
ら
し
と
道
具
」
展
を
開
催
し
て
い
る
。
令
和
3（

20
21
）
年
度
は
、
小
学
校
3年

生
の
学
習
の
場
等
と
し
て
10
校
の
利
用
が
あ

り
、
多
く
の
児
童
が
学
習
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
有
効
で
あ
っ
た
。
な
お
、
感
染
症
対
策
と
し
て
、
展
示
解
説
や
体
験
で
は
少
人
数
に
グ
ル
ー
プ
化
し
巡
回
型
で
行
う
等
の
取
組
を
行
い
、
学
校
の
授
業
時
間
に
支
障
な

く
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

社
会
教
育
委
員
会
議
運
営
事
業

　
第
三
次
生
涯
学
習
推
進
計
画
が
令
和
3（

20
21
）
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、
次
期
計
画
策
定
の
た
め
、
令
和
3（

20
21
）
年
5月

に
無
作
為
抽
出
に
よ
り
、
20
歳
以
上
の
男
女
2,
00
0人

に
対
し
、
「
生
涯
学
習
に
関
す
る
市
民

ニ
ー
ズ
調
査
」
を
行
い
、
調
査
結
果
を
社
会
教
育
委
員
会
議
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
社
会
教
育
委
員
に
意
見
を
伺
い
な
が
ら
第
四
次
生
涯
学
習
推
進
計
画
を
策
定
し
た
。
ま
た
、
例
年
で
あ
れ
ば
年
3回

開
催
の
と
こ
ろ
、

計
画
策
定
の
た
め
5回

開
催
し
た
。

　
今
後
は
、
第
四
次
生
涯
学
習
推
進
計
画
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
学
ぶ
喜
び
を
　
未
来
に
つ
な
げ
る
　
ひ
と
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
」
達
成
の
た
め
、
社
会
教
育
委
員
会
議
の
中
で
進
行
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

マ
ナ
ビ
ィ
ス
テ
ー
ジ
開
催
事
業

　
令
和

2（
20
20
）

年
度

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
が
、
令
和
3（

20
21
）
年
度
は
検
温
、
消
毒
、
観
覧
席
制
限
、
換
気
等
、
感
染
症
予
防
対
策
を
行
い
、
1
1
月
2
0
日
（

土
）

、
21

日
（
日
）
に
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
20
団
体
（
令
和
元
（
20
19
）
年
度
25
団
体
）
、
作
品
展
示
発
表
で
は
、
7団

体
（
令
和
元
（
20
19
）
年
度
9団

体
）
の
参
加
と
な
っ
た
。
席
数
を
制
限
し
た
こ
と
も
あ
り
、
観
覧
者
は
延
べ
83
8人

（
令

和
元
（

20
19
）

年
度

1,
19
1人

）
と
な
っ
た
。
日
ご
ろ
公
民
館
（
学
習
プ
ラ
ザ
等
）
で
の
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
で
、
活
動
し
て
い
る
団
体
の
目
標
（
励
み
）
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
有
効
で
あ
っ
た
。

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
に
よ
り
乳
児
34
2名

に
絵
本
68
4冊

を
配
付
し
、
子
ど
も
が
絵
本
に
触
れ
保
護
者
が
読
み
聞
か
せ
を
行
う
環
境
づ
く
り
が
で
き
た
。
前
年
度
は
感
染
防
止
の
た
め
検
診
会
場
へ
の
ス
タ
ッ
フ
同
席
は
不
可
能

だ
っ
た
が
、
職
員
1名

の
同
席
が
可
能
と
な
り
、
簡
単
な
説
明
と
案
内
書
類
の
手
渡
し
を
開
始
し
た
。
ま
た
「
え
ほ
ん
の
へ
や
」
に
お
け
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
絵
本
の
実
演
を
開
始
し
た
。
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
大
変

良
い
」
「
良
い
」
が
計
98
％
、
絵
本
を
「
か
な
り
活
用
し
て
い
る
」
「
活
用
し
て
い
る
」
が
計
96
％
の
評
価
を
得
た
。

　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
・
研
修
を
行
い
、
読
書
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
は
じ
め
て
の
絵
本
セ
ミ
ナ
ー
「
え
ほ
ん
ラ
イ
ブ
」
に
17
組
36
名
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
に
15

名
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
研
修
会
に
15
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

◆
　
主
な
事
業

①
　

誰
も

が
生

涯
に

わ
た

り
、

生
き

が
い

を
持

ち
な

が
ら

主
体

的
に

学
び

続
け

ら
れ

る
環

境
を

つ
く

る
。

②
　

い
つ

で
も

、
ど

こ
で

も
学

べ
る

機
会

を
創

出
す

る
と

と
も

に
、

様
々

な
機

関
・

施
設

・
団

体
と

連
携

し
な

が
ら

、
多

様
な

生
涯

学
習

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

学
習

内
容

を
提

供
す

る
。

19
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⑴
　

学
び

の
機

会
を

充
実

さ
せ

る

○ ● ○ ● ○ ●

－

－ 新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
対

す
る

予
防

策
等

を
講

じ
た

開
催

方
法
の
検
討
及
び
運
営
の
工
夫
に
取
り
組
む
。

公
民
館
講
座
運
営
事
業

［
文
化
・
生
涯
学
習
課
］

2,
66
1

Ａ

2,
46
2

よ
り

多
く

の
方

々
に

学
習

機
会

を
提

供
す

る
た

め
、

引
き

続
き

講
座

内
容

、
周

知
方

法
等

を
工

夫
し

、
魅

力
あ

る
講

座
に

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
エ

イ
ジ

レ
ス

コ
ー

ス
で

は
若

年
層

と
男

性
の

受
講

率
を

増
加

さ
せ

る
た

め
に

、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

を
活

用
し

て
効

果
的

な
情

報
発

信
や

新
た

な
講

座
内

容
の

企
画

な
ど

を
検

討
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ
る
。

社
会

経
験

豊
富

な
シ

ニ
ア

世
代

が
興

味
を

持
っ

て
取

り
組

め
る

多
種

多
様

な
メ

ニ
ュ

ー
の

シ
ニ

ア
コ

ー
ス

、
全

年
齢

を
対

象
と

し
た

幅
広

い
ジ

ャ
ン

ル
の

エ
イ

ジ
レ

ス
コ

ー
ス

、
小

・
中

学
生

の
夏

休
み

や
冬

休
み

に
合

わ
せ

た
創

作
活

動
や

実
験

を
行
う
子
ど
も
向
け
コ
ー
ス
を
設
け
、
講
座
を
開
催
し
た
。

【
シ
ニ
ア
コ
ー
ス
】

・
令
和
3（

20
21
）

年
度
（
講
座
数
は
種
類
）

　
講
座
　
　
　
　
…
開
催
24
講
座
（
延
べ
63
回
）

　
延
べ
人
数
　
　
…
81
3人

・
令
和
2（

20
20
）

年
度

　
講
座
　
　
　
　
…
開
催
31
講
座

　
延
べ
人
数
　
　
…
62
8人

【
エ
イ
ジ
レ
ス
コ
ー
ス
】

・
令
和
3（

20
21
）

年
度
（
講
座
数
は
種
類
）

　
講
座
　
　
　
　
…
開
催
33
講
座
（
延
べ
83
回
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
中
止
1講

座
　
延
べ
人
数
　
　
…
84
2人

　
託
児
サ
ー
ビ
ス
…
5人

・
令
和
2（

20
20
）

年
度

　
講
座
　
　
　
　
…
開
催
30
講
座
、
中
止
　
10
講
座

　
延
べ
人
数
　
　
…
68
3人

　
託
児
サ
ー
ビ
ス
…
3人

【
こ
ど
も
向
け
コ
ー
ス
】

・
令
和
3（

20
21
）

年
度
（
講
座
数
は
種
類
）

　
講
座
　
　
　
　
…
開
催
9講

座
（
延
べ
15
回
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
中
止
2講

座
　
延
べ
人
数
　
　
…
親
子
43
組
　
20
3人

　
託
児
サ
ー
ビ
ス
…
1人

・
令
和
2（

20
20
）

年
度

　
講
座
　
　
　
　
…
開
催
15
講
座

　
延
べ
人
数
　
　
…
親
子
24
組
　
15
3人

　
託
児
サ
ー
ビ
ス
…
1人

マ
ナ
ビ
ィ
ス
テ
ー
ジ
運
営
事
業

［
文
化
・
生
涯
学
習
課
］

45
0

Ａ

 
 
ア

　
多

様
な

学
習

・
交

流
機

会
の

提
供

≪
健

康
・

元
気

・
い

き
い

き
戦

略
≫

 
 
イ

　
社

会
教

育
環

境
の

充
実

事
務
事
業
名

予
算
現
額

（
千
円
）

決
算
額

（
千
円
）

44 45 46

1,
21
9

各
年

代
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
、

交
流

を
通

じ
て

生
き

が
い

や
学

ぶ
楽

し
さ

を
見

い
だ

す
学

習
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
シ

ニ
ア

コ
ー

ス
1
講
座

(資
料
で

巡
る

！
昔

の
信

越
線

鉄
道

旅
)
と
こ

ど
も

向
け

コ
ー

ス
2
講

座
(
楽

し
く

学
ぼ

う
！

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
体

験
、

レ
ジ

ン
で
作

る
！
オ

リ
ジ

ナ
ル

ア
ク

セ
サ

リ
ー

)で
は
、

申
込

多
数

の
た

め
そ

れ
ぞ

れ
追

加
講

座
を

開
催

し
、

多
く

の
市

民
が

受
講

す
る

こ
と

が
で

き
た
。

47

事
業
概
要
・
実
績

○
＝
成
果
　
●
＝
課
題
・
今
後
の
取
組

評
価

ラ
ン
ク

感
染

症
対

策
を

行
っ

た
上

で
実

施
す

る
方

法
を

実
行

委
員

会
で

検
討

し
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

学
習

の
成

果
を

発
表

す
る

場
及

び
各

種
団

体
の

交
流

の
場

と
し

て
、

今
後
も
継
続
し
て
開
催
す
る
。

ま
た

、
参

加
団

体
が

固
定

化
さ

れ
な

い
よ

う
、

新
規

団
体

の
参

加
を

促
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

新
成
人
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
業

［
文
化
・
生
涯
学
習
課
］

新
成

人
を

祝
福

す
る

と
と

も
に

、
成

人
と

し
て

の
自

覚
と

社
会

参
加

を
促

す
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

令
和

3
（

20
21

）
年

5
月

3
日

(
月

・
祝

)
に

成
人

式
の

開
催

を
予

定
し

て
い

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

拡
大

に
伴

い
、

や
む

を
得

ず
令

和
4
（

20
22

）
年

9
月

25
日

(
日

)
に

延
期

す
る

こ
と

と
し
た
。

45
0
柏

崎
公

民
館

（
市

民
プ

ラ
ザ

）
等

で
生

涯
学

習
活

動
を

行
っ

て
い

る
団

体
で

実
行

委
員

会
を

組
織

し
、

感
染

症
対

策
に

留
意
し
て
発
表
会
を
開
催
し
た
。

※
前

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め
中
止
。

参
加
団
体

　
ス
テ
ー
ジ
発
表
　
20
団
体
（
前
々
年
度
25
団
体
)

　
作
品
展
示
発
表
　
 7
団
体
（
前
々
年
度
9団

体
）

入
場
者
数

　
ス
テ
ー
ジ
発
表
　
49
3人

（
前
々
年
度
73
1人

）
　
作
品
展
示
発
表
　
34
5人

（
前
々
年
度
46
0人

）
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○ ●

企
画
展
の
実
施

【
柏
崎
の
花
 -
Sp
ri

ng
 C
ol

le
ct
io

n-
】

花
に
関
す
る
絵
画
・
写
真
な
ど
の
美
術
作
品
、
生
け
花
や
雪

割
草
、
黒
船
館
所
蔵
美
術
品
な
ど
約
13
0点

を
展
示
し
た
ほ

か
、
朗
読
と
チ
ェ
ロ
演
奏
、
花
に
関
す
る
絵
本
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
な
ど
を
行
い
、
2,
10
2人

の
入
場
が
あ
っ
た
。

【
柏
崎
市
立
図
書
館
寄
贈
資
料
展
】

12
月
7日

～
13
日
に

郷
土
に
関
す
る
器
物
・
軸
・
屏
風
等
を
含

む
資
料
約
50
点
の
ほ
か
、
昭
和
時
代
の
市
内
小
・
中
学
校
の

航
空
写
真
な
ど
を
展
示
し
、
26
2人

の
入
場
者
が
あ
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

【
土
曜
日
は
絵
本
の
時
間
。
】

・
10
回
　
参
加
者
延

べ
82

人
（
前
年
度
8回

　
74
人
）

【
映
画
上
映
会
】

・
59
回
　
入
場
者
55

9人
（
前
年
度
54
回
　
49
3人

）
【
出
張
お
は
な
し
会
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
10
名
と
職
員
に
よ
る
幼
稚
園
・
保
育
園
等
で

の
実
施
。

・
9回

　
参
加
者
延
べ
91
人
（
前
年
度
3回

　
79
人
）

【
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
研
修
会
】

・
9/
6、

9/
17
の
開

催
予
定
が
感
染
拡
大
に
よ
り
12

/2
1
の
1
回

開
催
と
な
っ
た
。

・
参
加
者
　
15
人
（

前
年
度
：
中
止
）

第
二
次
柏
崎
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

関
係
課
と
連
携
し
施
策
に
取
り
組
み
、
そ
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
図
書
館
協
議
会
に
報
告
し
た
。

【
絵
本
・
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
20
21
】

・
虹
い
ろ
お
は
な
し
会
30
人
（
昨
年
度
　
97
人
）

・
人
形
劇
「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」
10
1人

（
昨
年
度
の
実
施
無

し
）

【
子
ど
も
司
書
養
成
講
座
】

　
新
道
小
の
11
人
が

受
講
（
前
年
度
二
田
小
11

人
受
講
）

【
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
育
成
・
研
修
】

・
は
じ
め
て
の
絵
本
セ
ミ
ナ
ー
「
え
ほ
ん
ラ
イ
ブ
」

　
参
加
者
…
 1
7組

36
人
（
前
年
度
：
中
止
）

【
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
】

　
職
員
1名

が
4か

月
児
集
団
健
診
に
同
席
、
一
部
事
業
再

開
。
希
望
絵
本
2冊

は
郵
送
。

　
対
応
者
…
 3
42
人

、
68

4冊
（
前
年
度
45
9人

、
91
8冊

）
【
ふ
れ
あ
い
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
】

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て
開
催
。

　
参
加
者
…
 合

計
5回

、
15
組
、
31
人

【
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
研
修
会
】

　
感
染
症
拡
大
の
た
め
中
止
。

イ
ベ
ン
ト
・
講
座
開
催
費

［
図
書
館
］

2,
33
4

1,
85
1

第
四

次
生

涯
学

習
推

進
計

画
策

定
の

た
め

、
各

委
員

か
ら

意
見

を
伺

い
、

計
画

に
反

映
を

し
た

。
ま

た
、

第
三

次
生

涯
学

習
推

進
計

画
の

進
行

管
理

に
対

す
る

意
見

等
は

、
事

業
担

当
部

署
と

共
有

し
、

審
議

の
都
度
、
検
証
を
行
っ
た
。

あ
わ

せ
て

、
中

越
、

県
の

研
修

会
に

参
加

す
る

と
と

も
に

、
他

市
の

情
報

を
収

集
し

、
社

会
教

育
、

生
涯

学
習

の
知

識
を

高
め

る
こ

と
に

つ
な
が
っ
た
。

第
三

次
及

び
第

四
次

の
生

涯
学

習
推

進
計

画
の

実
行

性
を

高
め

る
に

は
、

定
期

的
、

継
続

的
に

本
会

議
で

進
行

管
理

の
審

議
を

行
う

こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

ま
た

、
引

き
続

き
各

種
研

修
会

に
参

加
し

、
他

市
の

取
組

状
況

な
ど

情
報
を
収
集
す
る
必
要
が
あ
る
。

評
価

ラ
ン
ク

●
コ
ロ
ナ
過
に
お
い
て
読
書
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
感
染
対
策
を
講

じ
な
が
ら
、
い
か
に
事
業
を
展
開
す
る
か
更
な
る
検
討
が
必
要
で
あ

る
。

ふ
れ
あ
い
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
、
親
子
で
の
読
み
聞
か

せ
の
大
切
さ
や
家
庭
で
の
読
書
習
慣
の
必
要
性
を
発
信
す
る
必
要
が

あ
る
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
と
養
成
が
必
要
で
あ
る
。

A

73
0

50
7
5
月

に
無

作
為

抽
出

し
た

市
民

2,
00
0
人

に
対

し
、

「
生

涯
学

習
に

対
す

る
市

民
ニ

ー
ズ

調
査

」
を

実
施

し
、

取
り

ま
と

め
た

内
容

に
つ

い
て

社
会

教
育

委
員

会
議

に
報

告
、

そ
の

後
に

第
四

次
生

涯
学

習
推

進
計

画
策

定
の

審
議

に
係

る
社

会
教

育
委
員
会
議
を
開
催
し
た
。

・
委
員
数
　
17
人
（

定
員
17
人
）

・
会
議
の
開
催
回
数
　
5回

・
第
四
次
生
涯
学
習
推
進
計
画
の
策
定
審
議

・
第
三
次
生
涯
学
習
推
進
計
画
の
進
行
管
理

・
研
修
会
、
研
究
大
会
参
加

4847

事
業
概
要
・
実
績

S

事
務
事
業
名

予
算
現
額

（
千
円
）

決
算
額

（
千
円
）

○
＝
成
果
　
●
＝
課
題
・
今
後
の
取
組

社
会
教
育
委
員
会
議
運
営
事
業

［
文
化
・
生
涯
学
習
課
］

企
画
展
の
実
施

「
柏
崎
の
花
」
を
冬
季
の
閑
散
期
に
実
施
し
、
多
く
の
来
館
を
い
た

だ
き
企
画
内
容
に
つ
い
て
も
好
評
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
「
郷
土

に
関
す
る
資
料
」
は
、
通
常
公
開
す
る
機
会
が
少
な
い
が
、
開
館
25

周
年
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
利
用
者
に
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

新
し
い
生
活
様
式
に
留
意
し
た
感
染
対
策
を
図
り
、
前
年
度
を
上
回

る
事
業
を
実
施
し
、
社
会
教
育
環
境
の
充
実
に
寄
与
し
た
。

第
二
次
柏
崎
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

各
種
事
業
等
の
実
施
に
つ
い
て
コ
ロ
ナ
過
で
延
期
や
中
止
と
な
っ
て

い
た
活
動
を
、
感
染
防
止
対
策
を
図
り
な
が
ら
徐
々
に
再
開
し
、
各

関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
、
子
ど
も
の
読
書
習
慣
づ
く
り

と
読
書
環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

健
診
会
場
で
の
職
員
に
よ
る
対
面
説
明
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
を
2
か
月
に
1
回
開
催
で
き
た
。

こ
の
事
業
に
つ
い
て
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
「
大
変
良
い
」

（
84
％
）
、
「
良
い
」
（
14
％
）
、
絵
本
の
活
用
の
問
い
に
は
「
絵

本
を
か
な
り
活
用
し
て
い
る
」
（
32
.1
％
）
「
絵
本
を
活
用
し
て
い

る
」
（
64
.
3％

）
と
そ
れ
ぞ
れ
良
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

○

21



22

○ ●

評
価

ラ
ン
ク

事
務
事
業
名

49

企
画

展
等

で
は

、
当

館
収

蔵
資

料
の

活
用

に
加

え
、

他
機

関
等

の
協

力
を

得
な

が
ら

連
携

し
、

多
様

な
学

習
機

会
の

提
供

や
理

解
を

深
め

る
取
組
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
お

、
冬

季
収

蔵
資

料
展

「
む

か
し

の
く

ら
し

と
道

具
」

で
は

、
柏

崎
刈

羽
地
域

に
お

け
る

小
学

校
3
年
生

の
学

習
の

場
と

し
て

10
校

の
利

用
が
あ
り
、
学
校
教
育
活
動
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

市
民

の
教

育
、

学
術

等
に

寄
与

す
る

教
育

施
設

と
す

る
た

め
、

博
物

館
資

料
を

適
切

に
収

集
、

保
管

し
、

市
民

ニ
ー

ズ
等

に
対

応
し

た
展

示
や
解
説
等
の
学
習
機
会
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た

、
コ

ロ
ナ

禍
で

も
入

場
者

が
安

心
し

て
利

用
で

き
る

よ
う

感
染

症
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

博
物
館
振
興
事
業

［
博
物
館
］

A

予
算
現
額

（
千
円
）

1,
46
8

1,
05
7
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
と
取
組
】

・
新

潟
県

全
域

の
特

別
警

報
発

令
に

よ
り

、
9/
3
～
9/
16

は
臨

時
休
館
と
し
た
。

・
冬

季
収

蔵
資

料
展

の
関

連
行

事
と

し
て

、
会

期
中

に
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

「
サ

ン
ダ

ワ
ラ

の
座

布
団

づ
く

り
」

を
予

定
し

て
い

た
が

、
ま

ん
延

防
止

等
重

点
措

置
の

適
用

期
間

と
な

っ
た
た
め
中
止
と
し
た
。

・
冬

季
収

蔵
資

料
展

に
お

け
る

学
校

へ
の

解
説

や
体

験
で

は
、

少
人

数
グ

ル
ー

プ
編

成
や

使
い

捨
て

手
袋

の
着

用
等

、
工
夫
し
て
実
施
し
た
。

【
実
績
等
】

・
春

季
企

画
展

「
Ja
pa
n
－

内
田

宗
寛

の
黒

と
か

た
ち

－
」

4/
24
～
5/
23
（
入
場
者
5,
04
6人

）
・

第
28

回
動

植
物

ス
ケ

ッ
チ

・
写

真
展

6/
13

～
6/
27

（
入

場
者
2,
46
5人

）
・

夏
季

収
蔵

美
術

品
展

「
親

子
で

楽
し

む
収

蔵
美

術
品

展
」

7/
24
～
8/
22
（
入
場
者
4,
08
6人

）
・

秋
季

企
画

展
「

見
る

月
行

く
月

」
10
/9

～
11
/2
3
（
入

場
者
8,
53
8人

）
・

冬
季

収
蔵

資
料

展
「

む
か

し
の

く
ら

し
と

道
具

－
生

活
を

支
え

る
“

入
れ

モ
ノ

”
た

ち
－

」
12
/1
8
～

翌
3/
13
（

入
場

者
3,
99
0
人

）
※

出
前

展
示

「
ち

ょ
っ

と
昔

の
道

具
展

」
1/
15
～
1/
30
　
於
 西

山
ふ
る
さ
と
館
（
観
覧
者
数
63

9人
）

・
各

企
画

展
等

で
は

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

等
の

関
連

行
事

を
実
施

・
そ

の
他

、
エ

ン
ト

ラ
ン

ス
ホ

ー
ル

に
て

各
種

の
ミ

ニ
展

示
を
実
施

延
べ
開
催
日
数
　
17
3日

間
　
延
べ
入
場
者
数
　
24
,1
25
人

※
令
和
2（

20
20
）

年
度

延
べ
開
催
日
数
　
20
3日

間
　
延
べ
入
場
者
数
　
23
,1
30
人

（
エ

ン
ト

ラ
ン

ス
で

の
実

施
と

な
っ

た
第

27
回

動
植

物
ス

ケ
ッ
チ
・
写
真
展
を
除
く
）

○
＝
成
果
　
●
＝
課
題
・
今
後
の
取
組

事
業
概
要
・
実
績

決
算
額

（
千
円
）

22
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○ ●

⑵
　

家
庭

・
地

域
の

教
育

力
を

高
め

、
共

助
社

会
を

形
成

す
る

○ ●

○
＝
成
果
　
●
＝
課
題
・
今
後
の
取
組

 
 
イ

　
様

々
な

主
体

と
の

連
携

に
よ

る
生

涯
学

習
の

充
実

 
 
ア

　
地

域
づ

く
り

へ
の

学
習

成
果

の
活

用

事
務
事
業
名

予
算
現
額

（
千
円
）

決
算
額

（
千
円
）

事
業
概
要
・
実
績

決
算
額

（
千
円
）

事
業
概
要
・
実
績

○
＝
成
果
　
●
＝
課
題
・
今
後
の
取
組

市
民
大
学
運
営
事
業

［
文
化
・
生
涯
学
習
課
］

1,
06
7

77
9
学

習
者

の
自

己
実

現
や

豊
か

な
人

生
の

創
造

を
支

援
し

、
そ

の
学

習
成

果
が

地
域

づ
く

り
に

活
用

さ
れ

る
こ

と
で

、
ひ

い
て

は
地

域
社

会
の

活
力

に
つ

な
が

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

市
民

大
学

講
座

を
開

催
し

た
。

地
元

大
学

や
地

域
の

人
材

と
の

連
携

に
よ

り
、

幅
広

い
分

野
を

テ
ー

マ
に

様
々

な
知

識
を

習
得
す
る
機
会
を
提
供
し
た
。

【
令
和
3（

20
21
）

年
度
】

・
講
座
数
　
　
　
…
12
講
座
(延

べ
32
回
)

・
延
べ
受
講
者
数
…
64
2人

【
令
和
2（

20
20
）

年
度
】

・
講
座
数
　
　
　
…
11
講
座

・
延
べ
受
講
者
数
…
77
7人

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

前
期

講
座
（
6月

～
8月

）
の

開
催
を
中
止
し
た
。

5,
37
7

5150

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
管
理
運
営
費

［
博
物
館
］

A

事
務
事
業
名

予
算
現
額

（
千
円
）

前
年

度
か

ら
継

続
し

て
高

齢
者

福
祉

を
テ

ー
マ

と
し

て
取

り
上

げ
る

こ
と

に
よ

り
、

市
民

が
地

域
の

実
情

や
課

題
を

知
る

こ
と

が
で

き
た

。
歴

史
的

人
物

と
柏

崎
地

域
と

の
関

わ
り

に
つ

い
て

開
催

し
た

講
座

で
は

、
地

域
づ

く
り

へ
の

関
心

を
高

め
る

こ
と

に
つ

な
が

っ
た

。
ま

た
、

自
身

の
知

識
や

経
験

を
も

と
に

市
民

自
ら

が
講

師
を

務
め

る
講
座
も
開
催
し
、
学
習
活
動
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
学

生
の

た
め

の
知

っ
て

得
す

る
ス

ポ
ー

ツ
栄

養
」

に
お

い
て

、
自

宅
で

も
受

講
で

き
る

よ
う

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
を

開
催

し
た

が
受

講
者

が
少

な
か

っ
た

。
オ

ン
ラ

イ
ン

講
座

に
つ

い
て

は
、

テ
ー

マ
と

講
座

情
報
の
発
信
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

定
期

投
影

等
で

は
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

楽
し

め
る

番
組

を
選

定
し
、
天
文
へ
の
興
味
や
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た

、
オ

リ
ジ

ナ
ル

企
画

で
あ

る
イ

ベ
ン

ト
投

影
で

は
、

「
熟

睡
プ

ラ
寝

た
リ

ウ
ム

」
や

「
ク

リ
ス

マ
ス

イ
ベ

ン
ト

」
等

を
引

き
続

き
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
定

員
を

上
回

っ
た

た
め

追
加

投
影

を
行

っ
た

回
も

あ
る
な
ど
、
多
く
の
来
場
者
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ら

に
、

学
習

投
影

で
は

、
小

学
校

（
4
年

生
13

校
19

回
投

影
、

6
年
生

14
校

21
回

投
影

）
、

中
学

校
（

3年
生
6
校

9
回
投

影
）

が
理

科
の

天
文

学
習

で
利

用
し

、
学

校
教

育
活

動
に

寄
与

す
る

こ
と

が
で

き
た
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
も

あ
っ

た
が

、
全

体
の

投
影

回
数

や
入

場
者

数
は

前
年

度
を

上
回

っ
た

。
入

場
者

が
安

心
し

て
利

用
で

き
る

対
策

や
動

画
配

信
も

含
め

た
各

種
の

取
組

に
よ

り
、

柏
崎

の
星

空
を

解
説

し
、

星
空

を
楽

し
め

る
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た
。

学
習

投
影

や
柏

崎
の

今
夜

の
星

空
解

説
等

を
通

じ
た

天
文

学
習

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

新
番

組
を

組
み

込
み

な
が

ら
、

今
後

も
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
で

導
入

し
た

新
型

機
器

を
有

効
に

活
用

す
る

企
画

を
行

う
必
要
が
あ
る
。

ま
た

、
コ

ロ
ナ

禍
で

も
入

場
者

が
安

心
し

て
利

用
で

き
る

よ
う

感
染

症
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

Ａ

評
価

ラ
ン
ク

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
と
取
組
】

・
臨
時
休
館
と
な
っ
た
9/
3～

9/
16
は
投
影
を
休
止
と
し
た
。

・
昨

年
度

に
引

き
続

き
、

各
回

の
収

容
人

数
を

制
限

す
る

な
ど
の
対
策
を
行
っ
た
。

・
在

宅
で

も
楽

し
め

る
コ

ン
テ

ン
ツ

と
し

て
プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

動
画

「
ウ

チ
そ

ら
」

の
制

作
を
継

続
し

、
計

9本
を
公

開
し

た
。

再
生

回
数

9
本

延
べ

1,
44
3
回

最
大

47
6
回

平
均

16
0
回

（
令
和
4（

20
22
）

年
3月

27
日
現
在
）

※
参

考
令

和
2
（

20
20

）
年

度
6
本

公
開

6
本

延
べ

2,
89
2
回

最
大

1,
46
6
回

平
均

48
2
回

（
令

和
3
（

20
21

）
年
3月

31
日
現
在
）

【
実
績
等
】

・
定

期
投

影
で

は
、

星
空

解
説

と
「

銀
河

の
渚

で
」

（
～

9
月

）
、

「
太

陽
私

た
ち

の
母

な
る

星
」

（
10

月
～

）
・

「
ひ

か
り

の
せ

か
い

へ
」

（
通

年
）

、
「

ポ
ケ

ッ
ト

モ
ン

ス
タ

ー
オ

ー
ロ

ラ
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
」

（
通

年
）

を
投

影
し
た
。

・
キ

ッ
ズ

プ
ラ

ネ
タ

リ
ウ

ム
（

9
回

35
0
人

）
、

夏
季

イ
ベ

ン
ト

投
影

「
ク

ラ
ゲ

タ
リ

ウ
ム

」
（

6
回

22
5
人

）
、

「
熟

睡
プ

ラ
寝

た
リ

ウ
ム

」
（

4
回

14
7
人

）
、

「
ク

リ
ス

マ
ス

イ
ベ

ン
ト

」
（

4
回

14
1
人

）
、

バ
レ

ン
タ

イ
ン

イ
ベ

ン
ト

（
7回

　
17
4人

）
を

実
施
し
た
。

・
小
・
中
学
校
の
学
習
投
影
に
も
対
応
し
た
。

定
期
投
影
　
　
　
　
　
　
　
15
4回

特
別
投
影
・
イ
ベ
ン
ト
投
影
 7
5回

（
団
体
利
用
含
む
。
）

学
習
投
影
　
　
　
　
　
　
　
 4
9回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
27
8回

入
場
者
　
6,
90
7人

※
令
和
2(
20
20
)年

度
　
26
9回

　
5,
35
7人

評
価

ラ
ン
ク

5,
07
3

23
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３
　

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

「
た

く
ま

し
さ

」
を

は
ぐ

く
む

　
　

【
第

五
次

総
合

計
画

・
前

期
基

本
計

画
に

お
け

る
施

策
の

方
針

】

⑤
　

「
水

球
の

ま
ち

柏
崎

」
と

し
て

、
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
の

開
催

を
視

野
に

入
れ

た
取

組
を

推
進

す
る

。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

○ ○ 水
球
の
ま
ち
推
進
室

○ ⑴
　

ス
ポ

ー
ツ

に
よ

る
地

域
づ

く
り

や
生

き
が

い
づ

く
り

を
進

め
る

○ ●

つ
な

げ
る

。

◆
　
主
な
事
業

⑥
　

体
育

施
設

利
用

者
の

安
全

・
安

心
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
多

様
化

す
る

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
ス

ポ
ー

ツ
環

境
の

整
備

に
取

り
組

む
。

5,
25
4
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た
が
、
東
京
20
20
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
機
運
醸
成
事
業
を
実
施
し
た
。

実
施
事
業

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
報
告
会
（
40
0人

）
・
聖
火
リ
レ
ー
（
2.
8k
m1
5区

間
、
観
覧
者
2,
35
0人

）
・
聖
火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

実
施
で
き
な
か
っ
た
事
業

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
ブ
サ
イ
ト
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
ヴ
ュ
ー
イ

ン
グ
）

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
壮
行
会

A

①
　

市
民

が
そ

れ
ぞ

れ
の

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

て
ス

ポ
ー

ツ
に

接
し

、
楽

し
み

、
継

続
す

る
こ

と
の

で
き

る
環

境
づ

く
り

に
努

め
る

。
②

　
自

ら
ス

ポ
ー

ツ
を

「
す

る
」

だ
け

で
な

く
、

「
観

る
」

、
「

支
え

る
」

、
「

育
て

る
」

こ
と

に
も

着
目

し
、

ス
ポ

ー
ツ

に
よ

る
地

域
づ

く
り

、
健

康
づ

く
り

、
生

き
が

い
づ

く
り

を
目

指
す

。

様
々
な
機
運
醸
成
に
取
り
組
ん
だ
が
、
ア
ン
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ー
ケ
ー

テ
ィ
ン
グ
（
便
乗
商
法
、
便
乗
広
告
）
や
肖
像
権
な
ど
の
制
約
が
非

常
に
多
く
、
専
門
的
な
知
識
が
乏
し
く
確
認
作
業
に
時
間
を
費
や
さ

れ
た
。

7,
00
0

予
算
現
額

（
千
円
）

 
 
イ

　
ス

ポ
ー

ツ
に

よ
る

交
流

人
口

の
拡

大
≪

魅
力

あ
る

ま
ち

形
成

戦
略

≫

事
務
事
業
名

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た
が
、
東
京
20
20
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
い
、
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
機
運
醸
成
に
つ

な
げ
た
。

　
ア

　
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進
≪

健
康

・
元

気
・

い
き

い
き

戦
略

≫

決
算
額

（
千
円
）

③
　

各
種

ス
ポ

ー
ツ

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ

ン
、

ス
ポ

ー
ツ

合
宿

誘
致

及
び

ホ
ス

ト
タ

ウ
ン

事
業

の
実

施
に

よ
り

、
交

流
人

口
を

拡
大

し
、

地
域

の
活

性
化

と
シ

テ
ィ

セ
ー

ル
ス

の
推

進
に

事
業
概
要
・
実
績

○
＝
成
果
　
●
＝
課
題
・
今
後
の
取
組

52

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
経
費

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
い
く
つ
か
の
行
事
が
中
止
と
な
っ
た
が
、
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
な
が
ら
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
で
き
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
の
局
面
に
お
い
て
、
感
染
症
に
負
け
な
い
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
活
動
を
進
め
て
い
く
上
で
の
土
台
づ
く
り
が
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

陸
上
競
技
場
整
備
事
業

　
5年

に
一

度
必

要
と

な
る
日
本
陸
上
競
技
連
盟
の
認
定
（
第
2種

公
認
）
を
更
新
す
る
た
め
、
改
修
工
事
や
必
要
な
備
品
の
調
達
等
を
実
施
し
た
。
競
技
環
境
の
改
善
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
た
。

水
球
の
ま
ち
推
進
事
業

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
1年

遅
れ
と
な
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
受
入
れ
（
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
）
を
無
事
に
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
の
2

大
会
連
続
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
も
あ
っ
て
、
世
界
水
球
界
に
向
け
て
柏
崎
を
PR
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
縁
あ
っ
て
在
大
阪
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
名
誉
総
領
事
館
か
ら
中
学
生
向
け
の
セ
ル
ビ
ア
に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
実
施
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
新
た
な
国
際
交
流
の
展
開
と
し
て
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
。

評
価

ラ
ン
ク

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
策

事
業

［
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
］
【
新
規
】

④
　

ス
ポ

ー
ツ

競
技

力
を

総
合

的
に

高
め

る
た

め
、

こ
れ

ま
で

以
上

に
各

種
競

技
団

体
と

の
相

互
連

携
を

図
る

と
と

も
に

、
優

れ
た

指
導

者
の

養
成

と
確

保
に

よ
り

、
国

内
や

世
界

で
通

用
す

る
競

技
者

の
育

成
と

強
化

に
取

り
組

む
。

24
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○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ●

AＡ

コ
ロ

ナ
禍

で
は

あ
っ

た
が

、
様

々
な

工
夫

を
し

な
が

ら
感

染
症

防
止

対
策

を
講

じ
た

上
で

、
地

域
の

方
々

か
ら

ス
ポ

ー
ツ

を
楽

し
ん

で
も

ら
い

、
交

流
す

る
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
に
も
寄
与
し
た
。

○
＝
成
果
　
●
＝
課
題
・
今
後
の
取
組

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
費

［
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
］

4,
28
4

3,
92
8
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
活

動
が

難
し

い
状

況
で

あ
っ

た
が

、
６

７
名

の
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
は

地
区

体
育

協
会

と
連

携
し

各
種

行
事

や
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

す
る

な
ど

、
積

極
的

に
活

動
を

継
続

し
た

。
ま

た
、

障
が

い
者

、
外

国
人

が
ス

ポ
ー

ツ
と

触
れ

合
う

機
会

を
提

供
す

る
取

組
を

継
続
し
て
実
施
し
た
。

主
な
派
遣
事
業

・
米
山
コ
ミ
セ
ン
（
ボ
ッ
チ
ャ
）

・
か
し
わ
ハ
ン
ズ
（
ボ
ッ
チ
ャ
）

・
総
合
高
校
（
キ
ン
ボ
ー
ル
）

・
は
ま
な
す
特
別
支
援
学
校
（
ボ
ッ
チ
ャ
）

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
フ
ェ
ア

ウ
ィ

ズ
コ

ロ
ナ

・
ポ

ス
ト

コ
ロ

ナ
を

見
据

え
た

ス
ポ

ー
ツ

振
興

に
つ

い
て

関
係

団
体

と
連

携
し

な
が

ら
進

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
中

学
校

部
活

動
の

地
域

移
行

を
円

滑
に

進
め

て
い

く
た

め
、

ス
ポ

ー
ツ

協
会

が
指

導
者

の
確

保
・

育
成

を
進

め
て

お
り

、
更

に
広

範
な
協
力
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

1,
10
3

55
3

中
学

生
に

対
し

て
、

競
技

の
説

明
、

練
習

方
法

等
を

的
確

か
つ

丁
寧

に
指

導
す

る
機

会
を

設
け

た
。

専
門

的
な

指
導

が
で

き
な

い
教

職
員

の
負
担
を
軽
減
で
き
た
。

部
活

動
指

導
員

事
業

（
令

和
3
（

20
21

）
年

度
9
人

）
と

専
門

指
導

者
（

ス
ポ

ー
ツ

エ
キ

ス
パ

ー
ト

）
派

遣
事

業
制

度
の

バ
ラ

ン
ス

を
取

り
な

が
ら

、
部

活
動

指
導

員
事

業
の

促
進

を
図

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
中

学
校

部
活

動
の

地
域

移
行

に
つ

い
て

、
関

係
各

方
面

と
連
携
し
な
が
ら
対
応
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
事
業
支
援
経
費

［
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
］

評
価

ラ
ン
ク

AA

事
務
事
業
名

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

を
意
識
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
新

潟
県
が
導
入
し
た
健
康
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
市
民
が
参
加
し
楽
し
む

こ
と
の
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
や
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
企
画
等
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
地
区
体
育
協
会
な

ど
、
関
係
者
と
の
更
な
る
連
携
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

学
校
開
放
経
費

［
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
］

2,
79
9

2,
48
7
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
い
く
つ
か

の
行
事
が
中
止
と
な
っ
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
中
心

に
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
地
区
体
育
協
会
と
連
携
し
、
感
染
症

に
負
け
な
い
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
取
組
を
進
め
た
。

主
な
実
施
事
業

・
ス
ポ
レ
ク
グ
ラ
ン
プ
リ
（
ボ
ッ
チ
ャ
72
人
）

・
ス
ポ
レ
ク
グ
ラ
ン
プ
リ
（
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
39
人
）

・
市
民
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ス
ク
ー
ル
　
75
人

中
止
と
な
っ
た
主
な
事
業

・
ス
ポ
レ
ク
グ
ラ
ン
プ
リ
（
ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー
）

・
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

25
8

21
5

24
,1
25

21
,4
46

（
一
財
）
柏
崎
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
地
区
体
育
協
会
に
補
助

金
を
交
付
し
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
を
図
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
実
施
で
き

な
か
っ
た
事
業
分
に
つ
い
て
は
、
返
戻
等
の
減
額
措
置
を

採
っ
た
。

中
止
と
な
っ
た
主
な
事
業

・
北
陸
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
中
部
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

・
東
村
山
市
ほ
か
交
流
事
業

・
小
学
生
水
球
交
流
会

コ
ロ

ナ
禍

で
は

あ
っ

た
が

、
関

係
団

体
と

連
携

し
感

染
防

止
対

策
を

講
じ

た
上

で
事

業
を

実
施

し
た

。
厳

し
い

状
況

で
は

あ
っ

た
が

、
全

中
の

水
泳

競
技

で
は

、
女

子
平

泳
ぎ

20
0
ｍ

で
優

勝
、

同
10
0
ｍ

で
準

優
勝

、
女

子
40
0
ｍ
メ

ド
レ

ー
リ

レ
ー

で
準

優
勝

と
、

好
成

績
を

残
し

た
。

競
技

ス
ポ

ー
ツ

の
振

興
や

地
域

に
お

け
る

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

振
興
、
健
康
・
体
力
づ
く
り
の
推
進
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
域

の
ス

ポ
ー

ツ
振

興
を

支
え

る
上

で
、

感
染

症
対

策
を

含
め

ウ
ィ

ズ
コ

ロ
ナ

・
ポ

ス
ト

コ
ロ

ナ
に

ふ
さ

わ
し

い
ス

キ
ル

の
向

上
が

望
ま

れ
る

。
ま

た
、

少
子

高
齢

化
・

過
疎

化
の

進
行

等
に

伴
い

、
そ

の
成

り
手
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

市
内
中
学
校
運
動
部
活
動
に
専
門
指
導
者
（
ス
ポ
ー
ツ
エ
キ

ス
パ
ー
ト
）
を
派
遣
す
る
事
業
で
、
そ
の
指
導
報
酬
や
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
を
市
費
で
負
担
し
た
。
1回

当
た
り
報
酬

3,
00
0円

、
年
間
30
回
を
上
限
と
し
て
12

人
分
を
予
算
措
置

し
、
そ
の
結
果
4校

に
6人

の
指
導
員
を
派
遣
し
た
。

市
町
村
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

［
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
］

予
算
現
額

（
千
円
）

決
算
額

（
千
円
）

事
業
概
要
・
実
績

57

市
民
が
運
動
に
親
し
む
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
学
校
体
育
施
設
の

積
極
的
活
用
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
引
き
続
き
感
染
症
予
防
対
策

の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
ふ
さ
わ
し
い
手
続
・
利
用

方
法
等
の
検
討
、
整
理
が
必
要
で
あ
る
。

53 54 55 56

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
令
和
3

（
20
21
）
年
4月

24
日
か
ら
5月

9日
ま
で
、
9月

3日
か
ら
9月

16
日
ま
で
、
令
和
4（

20
22
）
年
1月

11
日
か
ら
3月

7日
ま

で
、
市
内
全
校
で
利
用
を
中
止
し
た
。
ほ
か
に
も
、
感
染
を

確
認
し
た
学
校
の
み
利
用
を
中
止
す
る
な
ど
の
措
置
を
採
っ

た
。

31
校
の
学
校
体
育
施
設
を
21

7団
体
が
延
べ
8,
00
0回

利
用

し
、
利
用
人
数
は
延
べ
13
2,
69
8人

。
対
前
年
比
で
13
4％

程
度
の
実
績
と
な
っ
た
。

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
な
が
ら
学
校
体
育
施
設
を
有
効
活
用
す
る
こ

と
で
、
運
動
す
る
機
会
・
場
を
提
供
し
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
が

で
き
た
。

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
経
費

［
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
］

A

25
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⑵
　

全
国

や
世

界
に

通
用

す
る

競
技

者
を

育
て

る

○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ●

52
,0
67

引
き
続
き
、
安
全
・
快
適
な
施
設
を
利
用
者
に
提
供
す
る
た
め
、
適

切
な
維
持
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

柏
崎
市
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
推
進
連
絡
協
議
会
に
負
担
金
を

支
出
し
、
誘
致
活
動
を
行
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
も
あ
っ
た
が
、
積
極
的
に
新
た
な
手
法
に
よ
る
誘

致
活
動
を
行
っ
た
。

コ
ロ

ナ
禍

、
従

来
の

よ
う

な
旅

行
代

理
店

へ
の

訪
問

活
動

は
実

施
で

き
な

か
っ

た
が

、
新

た
な

試
み

と
し

て
明

治
大

学
の

「
明

大
ス

ポ
ー

ツ
新
聞
」
に
合
宿
誘
致
の
た
め
の
広
告
掲
載
を
実
施
し
た
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
合
宿
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
稼
働
率
が
悪
い
平
日
の
時
間
帯
に
お
け
る
利
活
用
、
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
拡
大
（
通
信
制
大
学
や
競
技
ス
ポ
ー
ツ
以
外

の
障
が
い
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
）
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
5選

手
（
水
球
4人

、
セ
ー
リ
ン
グ
1人

）
に
激
励
金
を
贈
っ
た
。

Ａ

国
際
大
会
等
出
場
奨
励
事
業

［
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
］

1,
20
0

50
0
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
の
国
際
大
会
に
出
場
す
る
選
手
に
激

励
金
を
贈
り
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
。

 
 
ア

　
競

技
団

体
と

の
連

携
の

強
化

と
指

導
者

の
育

成
 
 
イ

　
競

技
力

の
向

上
に

向
け

た
取

組
の

推
進

選
手
強
化
事
業

［
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
］

8,
60
5

予
算
現
額

（
千
円
）

決
算
額

（
千
円
）

事
業
概
要
・
実
績

○
＝
成
果
　
●
＝
課
題
・
今
後
の
取
組

評
価

ラ
ン
ク

 
 
ウ

　
施

設
の

整
備

と
改

修

Ａ ＡAA

8,
45
3
県
の
強
化
指
定
を
受
け
て
い
る
3競

技
（
水
球
・
陸
上
・
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
）
団
体
に
対
し
、
地
域
ジ
ュ
ニ
ア
競
技
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
育
成
事
業
補
助
金
を
交
付
し
、
小
・
中
・
高
生
の
選

手
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、
選
手
派
遣
費
補
助
金
で
は
、

小
・
中
体
連
主
催
大
会
へ
の
参
加
費
用
を
支
援
し
た
。

水
　
　
　
　
球
　
3,
00
0,
00
0　

円
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
　
1,
00
0,
00
0　

円
陸
　
　
　
　
上
　
1,
00
0,
00
0　

円

新
潟
県
の
強
化
指
定
を
受
け
て
い
る
3競

技
（
水
球
・
陸
上
・
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
）
へ
の
支
援
を
継
続
し
、
選
手
強
化
に
努
め
た
。
ま
た
、
選

手
派
遣
費
補
助
金
は
、
令
和
4（

20
22
）
年
度
か
ら
学
校
教
育
課
所
管

の
補
助
金
と
統
合
し
、
事
務
手
続
の
省
力
化
と
よ
り
使
い
や
す
い
制

度
と
し
た
。

県
の
強
化
指
定
を
受
け
て
い
る
3競

技
の
活
動
支
援
、
選
手
強
化
を
継

続
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
競
技
力
の
維
持
・
向
上
を
図
る
必
要
が
あ

る
。

体
育
施
設
備
品
購
入
経
費

［
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
］

2,
50
5

2,
50
5
陸
上
競
技
場
の
2種

公
認
継
続
に
必
要
と
な
る
備
品
類
、
水
球

タ
イ
マ
ー
用
バ
ッ
テ
リ
ー
、
白
竜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
用
支

柱
、
芝
刈
り
機
を
購
入
し
た
。

事
務
事
業
名

白
竜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
事
業

［
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
］

61
,0
00

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
及
び
倉
庫
棟
の
改
築
工
事
（
庇
を
大
き
く
す

る
な
ど
使
い
勝
手
を
考
慮
し
て
）
を
実
施
し
た
。

老
朽
化
し
た
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
改
築
し
、
利
用
者
の
利
便
性
が
向
上

し
た
。

体
育

施
設

に
お

け
る

備
品

の
購

入
を

行
い

、
各

施
設

利
用

者
の

利
便

性
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

用
具
・
備
品
を
安
全
に
使
用
で
き
る
よ
う
管
理
を
行
い
な
が
ら
、
計

画
的
な
補
充
・
入
替
え
を
行
う
た
め
、
適
時
適
切
に
物
品
購
入
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
事
業

［ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
］

25
0

25
0

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
奨
励
す
る
た
め
、
引
き

続
き
事
業
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。

58 59 60 61 62

26
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○ ● ○ ● ○ ●

AA A

評
価

ラ
ン
ク

県
立
柏
崎
ア
ク
ア
パ
ー
ク
整
備
事
業

［
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
］

ト
イ
レ
設
備
の
更
新
に
よ
り
、
利
用
者
の
利
便
性
が
向
上
し
た
。

引
き
続
き
、
安
全
・
快
適
な
施
設
を
利
用
者
に
提
供
す
る
た
め
、
適

切
な
維
持
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

予
算
現
額

（
千
円
）

決
算
額

（
千
円
）

事
業
概
要
・
実
績

○
＝
成
果
　
●
＝
課
題
・
今
後
の
取
組

陸
上
競
技
場
整
備
事
業

［
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
］
【
新
規
】

水
球
の
ま
ち
柏
崎
推
進
事
業

［
水
球
の
ま
ち
推
進
室
］

10
,8
93

8,
47
4
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
1年

遅
れ
の
開
催
と

な
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
っ
た
が
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、

セ
ル
ビ
ア
共
和
国
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
無
事
に
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

ま
た
、
水
球
の
可
視
化
を
促
進
す
る
取
組
と
し
て
、
水
球
マ

ン
ホ
ー
ル
の
増
設
（
2か

所
増
や
し
計
12
か
所
）
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
会
場
で
の
水
球
パ
ネ
ル
展
示
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
潟
南

で
の
水
球
写
真
展
、
新
一
年
生
へ
の
水
球
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
配
布
（
4回

目
）
な
ど
を
実
施
し
た
。

8/
7柏

崎
港
で
海
で
水
球
in

柏
崎
開
催
し
、
合
計
約
10

0人
の

来
場
者
が
訪
れ
た
。

リ
オ

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
続

き
東

京
20
20

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

で
も

4名
の
オ

リ
ン

ピ
ア

ン
を

輩
出

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
コ

ロ
ナ

禍
で

の
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
事

前
キ

ャ
ン

プ
を

成
功

さ
せ

（
両

チ
ー

ム
と

も
決

勝
ト

ー
ナ

メ
ン

ト
進

出
、

セ
ル

ビ
ア

共
和

国
は

優
勝

）
、

信
頼

関
係

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
コ

ロ
ナ

禍
で

実
施

で
き

な
か

っ
た

事
業

も
あ

っ
た

が
、

在
大

阪
セ

ル
ビ

ア
共

和
国

名
誉

総
領

事
館

と
の

連
携

で
、

中
学

生
向

け
の

セ
ル

ビ
ア

に
関

す
る

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
（

北
条

中
、

松
浜

中
）
を
実
施
す
る
な
ど
新
た
な
芽
出
し
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

5,
55
2
1階

女
子
ト
イ
レ
2か

所
並
び
に
2階

の
男
子
ト
イ
レ
1か

所
及

び
女
子
ト
イ
レ
1か

所
の
洋
式
化
を
進
め
た
（
令
和
3(

20
2
1)

年
度
の
改
修
工
事
に
よ
り
、
同
施
設
の
様
式
化
は
完
了
）
。

12
1,
05
1

5年
に
一
度
必
要
と
な
る
日
本
陸
上
競
技
連
盟
の
認
定
（
第
2

種
公
認
）
を
更
新
す
る
た
め
に
必
要
な
改
修
工
事
等
を
実
施

し
た
。

予
定
ど
お
り
改
修
工
事
を
実
施
し
、
無
事
に
第
2種

公
認
を
更
新
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

引
き
続
き
、
安
全
・
快
適
な
施
設
を
利
用
者
に
提
供
す
る
た
め
、
適

切
な
維
持
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

12
1,
05
0

事
務
事
業
名

水
球
の
世
界
的
な
強
豪
国
で
あ
る
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
、
モ
ン
テ
ネ
グ

ロ
両
国
や
ア
ジ
ア
圏
の
水
球
チ
ー
ム
と
の
つ
な
が
り
を
更
に
強
め
、

「
水
球
の
ま
ち
柏
崎
」
の
世
界
的
な
知
名
度
の
向
上
を
図
る
。
ま

た
、
今
後
は
ア
ジ
ア
圏
に
重
点
を
置
き
、
水
球
を
通
じ
た
国
際
交
流

の
裾
野
を
一
般
市
民
（
特
に
児
童
、
生
徒
）
に
広
げ
、
市
民
の
国
際

感
覚
の
向
上
を
目
指
す
。

6,
34
1

64 6563
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４
　

歴
史

や
文

化
の

息
づ

く
「

柏
崎

ら
し

さ
」

を
つ

く
る

　
　

【
第

五
次

総
合

計
画

・
前

期
基

本
計

画
に

お
け

る
施

策
の

方
針

】
①

　
古

く
か

ら
伝

承
さ

れ
て

き
た

伝
統

芸
能

や
年

中
行

事
、

地
域

産
業

の
発

展
に

尽
力

さ
れ

た
先

人
の

営
み

や
偉

業
な

ど
に

よ
る

固
有

の
歴

史
や

文
化

な
ど

、
魅

力
あ

る
資

源
に

触
れ

る
機

会
を

充
実

す
る

こ
と

で
、

ま
ち

へ
の

誇
り

と
愛

着
を

醸
成

し
、

市
民

自
ら

が
主

体
と

な
っ

て
将

来
に

わ
た

り
、

確
実

に
継

承
で

き
る

環
境

づ
く

り
を

進
め

る
。

②
　

歴
史

・
文

化
資

源
の

保
存

と
活

用
の

ほ
か

、
景

観
法

に
基

づ
く

景
観

行
政

団
体

と
し

て
、

魅
力

あ
る

街
並

み
景

観
を

形
成

し
、

優
れ

た
歴

史
的

・
文

化
的

景
観

の
保

全
・

活
用

に
取

り
組

む
。

③
　

民
間

が
持

つ
創

造
力

と
知

見
を

活
用

し
な

が
ら

、
市

民
自

ら
が

主
体

的
に

取
り

組
む

文
化

・
芸

術
活

動
の

推
進

を
図

り
、

文
化

芸
術

の
創

造
性

を
い

か
し

た
魅

力
あ

る
ま

ち
づ

く
り

に
取

り
組

む
。

④
　

教
育

機
関

や
文

化
芸

術
団

体
の

合
宿

、
国

内
外

の
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
に

よ
る

指
導

会
を

誘
致

す
る

な
ど

、
多

様
な

文
化

交
流

を
推

進
す

る
。

⑤
　

子
ど

も
や

若
者

の
創

造
的

な
才

能
を

最
大

限
伸

ば
せ

る
よ

う
、

文
化

創
造

の
機

会
を

充
実

す
る

。

文
化
・
生
涯
学
習
課

○ ○ ○ 博
物
館

○ ○ ○

文
化
会
館
管
理
運
営
費

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
十
分
に
行
っ
た
上
で
、
9件

の
鑑
賞
事
業
、
2件

の
普
及
育
成
事
業
、
4件

の
参
加
型
事
業
、
2件

の
賑
い
創
出
事
業
及
び
6件

の
市
民
文
化
活
動
支
援
を
実
施
し
、
「
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
」
を
視
野
に
い
れ
た
管
理
運
営
が
で
き
た
。
年
間
利
用
者
数
　
84
,1
20
人
（
前
年
度
比
 1
0,
07
8人

増
）

市
美
術
展
覧
会
費

　
市
民
の
日
頃
の
創
作
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
機
会
と
し
て
、
市
美
術
展
覧
会
を
10
月
2日

（
土
）
か
ら
10
月
10
日
（
日
）
ま
で
ソ
フ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。

　
ま
た

、
10
月
12
日
（

火
）
か
ら
11
月
30
日
（
火
）
ま
で
入
賞
作
品
を
ウ
ェ
ブ
展
示
し
、
柏
崎
市
域
に
お
け
る
文
化
の
振
興
に
つ
な
が
っ
た
。

　
展
覧
会
は
、
出
品
者
数
21
8人

（
前
年
度
比
 1
7人

増
）
、
作
品
展
示
数
27
5点

（
前
年
度
比
 2
5点

増
）
、
入
場
者
数
延
べ
2,
70
0人

（
前
々
年
度
来
場
者
数
 3
,2
70
人
）
ウ
ェ
ブ
展
示
は
、
作
品
展
示
数
78
点
、
ア

ク
セ
ス

数
51
0回

文
化
振
興
支
援
事
業

　
「
野
外
お
ん
が
く
堂
」
開
催
に
よ
り
、
音
楽
活
動
の
発
表
の
場
の
提
供
と
賑
わ
い
の
創
出
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
（
入
場
者
1,
40
1人

　
出
演
14
団
体
）
。

　
文
化
会
館
ア
ル
フ
ォ
ー
レ
、
柏
崎
芸
術
協
会
、
柏
崎
音
楽
協
会
及
び
市
の
4団

体
で
「
古
典
を
活
か
し
た
柏
崎
地
域
活
性
化
事
業
実
行
委
員
会
」
を
組
織
し
、
「
柏
崎
古
典
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
3事

業
を
実
施
し
、

民
間
が
持
つ
創
造
力
と
知
見
を
活
用
し
な
が
ら
、
良
質
な
古
典
の
鑑
賞
機
会
や
文
化
芸
術
に
親
し
む
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
舞
踊
劇
「
綾
子
舞
物
語
」
　
入
場
者
総
数
1,
94
8人

、
ア
ル
フ
ォ
ー
レ
特
選
寄
席
　
入
場
者
29
0人

、
日
本
の
伝
統
芸
能
津
軽
三
味
線
の
世
界
　
入
場
者
40
7人

　
※
令

和
2（

20
20
）
年

度
実
績
　
綾
子
舞
ア
ル
フ
ォ
ー
レ
公
演
　
中
止
、
舞
踊
劇
「
綾
子
舞
物
語
」
　
延
期
、
ア
ル
フ
ォ
ー
レ
特
選
寄
席
　
入
場
者
2
9
0人

、
箏
と
尺
八
の
響
き
　
入
場
者
15
6
人

◆
　
主
な
事
業

柏
崎
市
内
遺
跡
発
掘
調
査
事
業

　
県
営
ほ
場
整
備
事
業
、
市
道
改
良
工
事
、
民
間
開
発
等
に
伴
い
、
事
前
の
試
掘
・
確
認
調
査
な
ど
を
行
っ
た
（
試
掘
・
確
認
調
査
6件

、
工
事
立
会
22
件
）
。
ま
た
、
令
和
2（

20
20
）
年
度
に
実
施
し
た
試
掘
・
確

認
調
査
な
ど
の
報
告
書
1冊

を
刊
行
し
、
埋
蔵
文
化
財
保
護
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

県
道
関
連
遺
跡
調
査
事
業

　
一
般
県
道
黒
部
柏
崎
線
道
路
改
築
工
事
に
伴
い
、
大
字
山
本
・
長
崎
地
内
の
西
岩
野
遺
跡
の
本
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
計
画
ど
お
り
約
1,
00
0㎡

の
調
査
を
実
施
し
、
県
道
事
業
に
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
な
く
埋

蔵
文
化
財
保
護
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

綾
子
舞
後
継
者
育
成
事
業

　
人
口
減
少
に
よ
り
伝
統
芸
能
の
後
継
者
不
足
が
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
伝
承
者
養
成
講
座
と
伝
承
学
習
を
2本

柱
に
後
継
者
育
成
を
継
続
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
伝
承
学
習
に
お
い
て
は
、
新
道
小

学
校
及
び
南
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
課
外
ク
ラ
ブ
等
と
す
る
こ
と
で
参
加
者
の
確
保
に
努
め
、
令
和
3（

20
21
）
年
度
は
、
60
名
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
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29

⑴
　

歴
史

・
文

化
を

保
全

・
活

用
し

、
継

承
す

る
　

ア
　

伝
統

芸
能

の
継

承
　

イ
　

歴
史

・
文

化
資

産
の

保
存

と
活

用
　

ウ
　

産
業

文
化

や
生

活
文

化
の

保
存

と
活

用
　

エ
　

景
観

ま
ち

づ
く

り
の

推
進

○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ●

8,
84
2
県

営
ほ

場
整

備
事

業
、

市
道

改
良

工
事

、
民

間
開

発
等

に
伴

い
、

事
前

の
試

掘
・

確
認

調
査

な
ど

を
行

っ
た

（
試

掘
・

確
認

調
査

6
件

、
工

事
立

会
22

件
）

。
ま

た
、

令
和

2
（

20
20

）
年

度
に

実
施

し
た

試
掘

・
確

認
調
査

な
ど

の
報

告
書

1冊
（
68

ペ
ー

ジ
、

30
0
冊

）
を

刊
行

し
た

。
な

お
、

令
和

4
（

20
22

）
年

5
月

頃
に

関
係

機
関

（
市

立
図
書

館
、

国
会

図
書

館
、

各
県

市
町
村
な
ど
約
29
0箇

所
）
に
配
布
予
定
。

試
掘

・
確

認
調

査
の

実
施

及
び

報
告

書
を

刊
行

し
て

、
埋

蔵
文

化
財

保
護
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

年
次

計
画

範
囲

の
本

発
掘

調
査

を
確

実
に

実
施

し
、

県
道

事
業

に
支

障
を
及
ぼ
す
こ
と
な
く
埋
蔵
文
化
財
保
護
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

A

1,
27
0

1,
55
8

発
掘

調
査

は
令

和
4
（
20
22

）
年

度
ま

で
継

続
し

て
実

施
す

る
予

定
で

あ
り

、
計

画
的

に
遂

行
す

る
と

と
も

に
、

調
査

成
果

を
市

民
へ

公
開

す
る
必
要
が
あ
る
。

県
道
関
連
遺
跡
調
査
事
業

［
博
物
館
］

1,
34
6
柏

崎
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
パ

ー
ク

事
業

に
伴

う
発

掘
調

査
の

整
理

作
業

を
、

平
成

19
（

20
07

）
年

度
か

ら
継

続
し

て
実

施
し

て
い

る
。

小
冊

子
1
冊

（
16

ペ
ー

ジ
、

5,
00
0
部

）
を

刊
行

し
た

。
な

お
、

令
和

4
（

20
22

）
年

5
月

頃
に

市
内

の
全

中
学

校
生

徒
、

全
小

学
校

6
年

生
及

び
関
係

機
関

（
市

立
図

書
館

、
国

会
図

書
館

、
各

県
市

町
村

な
ど

）
に

約
3,
20
0
部

を
配

布
予

定
。

発
掘

調
査

が
終

了
し

保
管

不
要

と
な

っ
た

、
約

70
ｔ

の
出
土
遺
物
を
廃
棄
処
分
し
た
。

柏
崎

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

パ
ー

ク
事

業
に

伴
う

調
査

事
業

が
令

和
3

（
20
21

）
年

度
で

完
了

し
、

埋
蔵

文
化

財
保

護
を

す
る

こ
と

が
で

き
た
。

調
査

成
果

を
市

民
に

広
く

公
開

し
、

埋
蔵

文
化

財
の

理
解

を
深

め
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
令

和
5
（
20
23

）
年

度
に

博
物

館
振

興
事

業
で
軽
井
川
南
遺
跡
群
の
企
画
展
を
実
施
す
る
。

柏
崎
市
内
遺
跡
発
掘
調
査
事
業

［
博
物
館
］

今
後

も
市

道
改

良
工

事
に

伴
う

発
掘

調
査

報
告

書
を

計
画

的
に

刊
行

し
、

調
査

成
果

を
市

民
ニ

ー
ズ

に
応

じ
て

活
用

し
、

埋
蔵

文
化

財
の

理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

84
,4
51

61
,9
60

一
般

県
道

黒
部

柏
崎

線
道

路
改

築
工

事
に

伴
い

、
大

字
山

本
・

長
崎

地
内

の
西

岩
野

遺
跡

に
お

い
て

約
1,
00
0
㎡
を

対
象

に
記
録
保
存
の
た
め
の
本
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

1,
64
9

Ａ

事
業
概
要
・
実
績

○
＝
成
果
　
●
＝
課
題
・
今
後
の
取
組

11
,1
01

A

評
価

ラ
ン
ク

県
営

ほ
場

整
備

事
業

対
応

の
た

め
の

調
査

経
費

が
増

加
し

て
い

る
。

ま
た

、
年

度
当

初
に

予
定

し
て

い
た

調
査

の
ほ

か
に

も
緊

急
な

対
応

を
求

め
ら

れ
る

場
合

が
あ

る
。

さ
ら

に
、

開
発

事
業

の
変

更
に

よ
っ

て
、

調
査

の
内

容
も

異
な

っ
て

く
る

こ
と

が
あ

る
た

め
、

本
事

業
の

推
進
に
は
そ
の
都
度
計
画
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

予
算
現
額

（
千
円
）

決
算
額

（
千
円
）

「
綾

子
舞

伝
承

学
習

」
を

、
伝

承
地

を
校

区
と

す
る

南
中

学
校
と
新
道
小
学
校
を
対
象
に
実
施
し
た
。

期
間
　
5/
14
～
11
/2
、
延
べ
8回

開
催
（
9/

2中
止
）

参
加
児
童
生
徒
数
　
60
人
（
令
和
2（

20
20
）
年
度
60
人
）

そ
し

て
、

「
綾

子
舞

伝
承

者
養

成
講

座
」

を
2
つ
の

座
元

（
下

野
、
高
原
田
）
に
お
い
て
実
施
し
た
。

期
間
　
5/
18
～
11
/1
1、

延
べ
35

回
開
催
（
8/
31
中
止
）

延
べ
参
加
者
数
　
82
4人

（
令
和
2（

20
20
）
年
度
67
3人

）
中
止
は
、
新
潟
県
全
域
の
特
別
警
報
発
令
に
よ
る
も
の
。

感
染

症
対

策
を

行
い

な
が

ら
、

郷
土

の
伝

統
芸

能
を

継
承

す
る

た
め

の
後
継
者
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
口

減
少

な
ど

の
影

響
に

よ
り

、
新

道
小

学
校

及
び

南
中

学
校

の
児

童
・

生
徒

を
対

象
に

し
た

綾
子

舞
伝

承
学

習
へ

の
参

加
者

や
指

導
者

の
継
続
的
な
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

コ
ロ

ナ
禍

で
も

、
感

染
症

対
策

を
行

い
な

が
ら

、
後

継
者

育
成

を
途

絶
え

さ
せ

る
こ

と
な

く
確

実
に

継
続

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る
。

軽
井
川
南
遺
跡
群
調
査
事
業

［
博
物
館
］

綾
子
舞
後
継
者
育
成
事
業

［
博
物
館
］

都
市
整
備
関
連
遺
跡
調
査
事
業

［
博
物
館
］

18
6

13
9
平

成
4
（

19
92

）
年

に
本

発
掘

調
査

を
行

っ
た

大
字

南
条

地
内

の
馬

場
・

天
神

腰
遺

跡
の

発
掘

調
査

報
告
書

の
原

稿
（

約
38
0

ペ
ー
ジ
）
を
作
成
し
た
。

馬
場

・
天

神
腰

遺
跡

の
発

掘
調

査
報

告
書

を
刊

行
す

る
準

備
が

完
了

し
た
。

A

事
務
事
業
名

A

67 68 69 7066
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⑵
　

市
民

の
主

体
的

な
文

化
活

動
を

支
援

す
る

○ ● ○ ● ○ ● ○ ●

文
化
振
興
支
援
事
業

［
文
化
・
生
涯
学
習
課
］

Ｓ

課
内

の
企

画
会

議
よ

り
生

ま
れ

た
音

楽
イ

ベ
ン

ト
「

野
外

お
ん

が
く

堂
」

を
新

た
に

開
催

し
、

音
楽

活
動

の
発

表
の

場
の

提
供

と
賑

わ
い

の
創
出
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た

、
「

柏
崎

古
典

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
」

を
開

催
し

、
民

間
が

持
つ

創
造

力
と

知
見

を
活

用
し

な
が

ら
、

良
質

な
古

典
の

鑑
賞

機
会

や
文

化
芸
術
に
親
し
む
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
か

で
も

、
開

催
ま

で
に

2
年

を
要

し
た

舞
踏

劇
「

綾
子

舞
物

語
」

は
、

小
中
学

生
演

劇
鑑

賞
会

に
も

活
用

さ
れ

、
市

内
の

全
小

学
5
年
生

及
び

全
中
学

1年
生
が

鑑
賞

し
、

綾
子

舞
の

歴
史

に
ふ

れ
る

よ
い

機
会

と
な
っ
た
。

「
ウ

ィ
ズ

コ
ロ

ナ
」

を
基

本
と

し
な

が
ら

、
市

民
一

人
ひ

と
り

が
文

化
芸

術
に

親
し

む
こ

と
の

で
き

る
魅

力
あ

る
ま

ち
づ

く
り

を
目

指
す

必
要

が
あ

る
。

今
後

も
、

文
化

交
流

の
発

展
と

市
民

の
関

心
や

理
解

が
深
ま
る
文
化
芸
術
活
動
に
対
す
る
支
援
に
取
り
組
み
た
い
。

日
本

画
部

門
及

び
彫

刻
・

工
芸

部
門

に
お

け
る

製
作

者
の

高
齢

化
が

進
み

、
今

後
市

展
へ

の
出

品
数

の
先

細
り

が
見

込
ま

れ
る

こ
と

か
ら

関
心

を
も

た
れ

る
取

組
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
全

体
的

に
出

品
数

が
減

少
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

中
高

生
等

の
若

年
層

の
芸

術
へ

の
関
心
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
ア

　
市

民
の

文
化

活
動

へ
の

支
援

7,
20
3

6,
10
1

　
イ

　
多

様
な

文
化

交
流

の
推

進

ＡＡＡ

評
価

ラ
ン
ク

事
務
事
業
名

予
算
現
額

（
千
円
）

決
算
額

（
千
円
）

事
業
概
要
・
実
績

○
＝
成
果
　
●
＝
課
題
・
今
後
の
取
組

文
化
会
館
管
理
運
営
費

［
文
化
・
生
涯
学
習
課
］

14
6,
02
5

14
6,
00
8
文

化
会

館
ア

ル
フ

ォ
ー

レ
の

管
理

に
関

す
る

基
本

協
定

に
基

づ
く

業
務

（
利

用
の

許
可

に
関

す
る

業
務

、
施

設
設

置
目

的
に

掲
げ

る
事

業
の

企
画

及
び

実
施

に
関

す
る

業
務

、
施

設
の

維
持

管
理

に
関

す
る

業
務

ほ
か

）
を

指
定

管
理

者
が

適
切

に
行
っ
た
。

・
年

間
利

用
者

数
84
,1
20

人
(
令

和
2
（

20
20

）
年

度
74
,0
42
人
)

・
ア
ル
フ
ォ
ー
レ
自
主
事
業
　
来
場
者
満
足
度
99
％

新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

十
分

に
行

っ
た

上
で

、
9
件
の

鑑
賞

事
業

、
2
件
の

普
及

育
成

事
業

、
4
件

の
参
加

型
事

業
、

2件
の
賑

い
創

出
事
業

及
び

6件
の
市

民
文

化
活

動
支

援
を

実
施

し
、

「
ウ

ィ
ズ

コ
ロ
ナ
」
を
視
野
に
い
れ
た
管
理
運
営
が
で
き
た
。

「
ア

フ
タ

ー
コ

ロ
ナ

」
を

見
据

え
た

文
化

活
動

支
援

や
、

市
民

が
よ

り
能

動
的

に
施

設
を

利
用

で
き

る
よ

う
環

境
の

整
備

を
行

う
必

要
が

あ
る
。

文
化

会
館

ア
ル

フ
ォ

ー
レ

と
の

共
催

で
ア

ル
フ

ォ
ー

レ
劇

場
広
場
を
会
場
と
し
た
野
外
お
ん
が
く
堂
を
開
催
し
た
。

・
入
場
者
1,
40
1人

　
出
演
14
団
体

文
化

会
館

ア
ル

フ
ォ

ー
レ

、
柏

崎
芸

術
協

会
、

柏
崎

音
楽

協
会

及
び

市
の

4
団

体
で

「
古

典
を
活

か
し

た
柏

崎
地

域
活

性
化

事
業

実
行

委
員

会
」

を
組

織
し

、
「

柏
崎

古
典

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ
ル
」
3事

業
を
実
施
し
た
。

・
舞
踊
劇
「
綾
子
舞
物
語
」
　
入
場
者
総
数
1,
94
8人

・
ア
ル
フ
ォ
ー
レ
特
選
寄
席
　
入
場
者
31
6人

・
日
本
の
伝
統
芸
能
津
軽
三
味
線
の
世
界
　
入
場
者
40
7人

※
令
和
2（

20
20
）

年
度
実
績

・
綾
子
舞
ア
ル
フ
ォ
ー
レ
公
演
　
中
止

・
舞
踊
劇
「
綾
子
舞
物
語
」
　
延
期

・
ア
ル
フ
ォ
ー
レ
特
選
寄
席
　
入
場
者
29
0人

・
箏
と
尺
八
の
響
き
　
入
場
者
15
6人

産
業
文
化
会
館
管
理
運
営
費

［
文
化
・
生
涯
学
習
課
］

12
9,
88
5

12
9,
47
2
産

業
文

化
会

館
の

管
理

に
関

す
る

基
本

協
定

に
基

づ
く

業
務

（
利

用
の

許
可

に
関

す
る

業
務

、
施

設
設

置
目

的
に

掲
げ

る
事

業
の

企
画

及
び

実
施

に
関

す
る

業
務

、
施

設
の

維
持

管
理

に
関
す
る
業
務
ほ
か
）
を
指
定
管
理
者
が
適
切
に
行
っ
た
。

・
年

間
利

用
者

数
36
,1
69

人
(
令

和
2
（

20
20

）
年

度
27
,7
93
人
)

大
規

模
改
修

の
た

め
、

約
1
か
月

間
休

館
し

て
い

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

十
分

に
行

い
つ

つ
、

各
種

カ
ル

チ
ャ

ー
教

室
、

演
劇

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
を

実
施

し
た

こ
と

で
昨

年
を

上
回

る
利

用
者

数
と

な
っ

た
。

ま
た

、
か

し
わ

ざ
き

ス
ー

パ
ー

Ｇ
Ｏ

Ｔ
Ｏ

イ
ー

ト
チ

ケ
ッ

ト
取

扱
窓

口
業

務
を

行
う

こ
と

で
、

市
の

経
済

対
策

に
寄

与
し
た
。

「
ア

フ
タ

ー
コ

ロ
ナ

」
を

見
据

え
た

事
業

展
開

が
で

き
る

よ
う

運
営

の
見

直
し

を
行

い
、

文
化

会
館

ア
ル

フ
ォ

ー
レ

等
の

類
似

施
設

と
の

特
色
の
違
い
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

市
美
術
展
覧
会
費

［
文
化
・
生
涯
学
習
課
］

2,
00
8

1,
79
9
・

市
民

の
日

頃
の

創
作

活
動

の
成

果
を

発
表

す
る

機
会

と
し

て
、

市
美

術
展

覧
会

を
10

月
2
日

（
土

）
か

ら
10

月
10

日
（
日
）
ま
で
ソ
フ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。

 出
品
者
数
 　

  
  
21

8人
  
(前

年
度
 2

01
人
)

 作
品
展
示
数
  
　
 2

75
点
  

(前
年
度
 2
50
点
)

 入
場
者
数
　
延
べ
2,

70
0人

 (
前
々
年
度
 3
,2
70

人
)

・
10

月
12

日
（

火
）

か
ら

11
月

30
日

（
火

）
ま

で
入

賞
作

品
を
ウ
ェ
ブ
展
示
し
た
。

 作
品
展
示
数
　
　
78

点
 ア

ク
セ
ス
数
　
　
51

0回

ウ
ェ

ブ
で

開
催

し
た

前
年

度
と

異
な

り
、

実
際

に
展

示
す

る
形

式
で

開
催

し
、

出
品

者
を

は
じ

め
来

場
者

か
ら

好
評

を
得

た
。

あ
わ

せ
て

、
入

賞
作

品
を

ウ
ェ

ブ
上

で
掲

載
し

、
遠

方
に

住
む

方
や

入
院

中
の
方
等
、
会
場
に
足
を
運
べ
な
い
方
の
利
便
性
が
向
上
し
た
。

7471 72 73
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５
　

そ
の

他
教

育
関

係
事

務
事

業

○ ●

〇
令

和
3（

20
21

）
年

度
　

掲
載

が
な

い
事

業
 

不
掲
載
の
理
由

7　
学
校
教
育
活
動
推
進
事
業
へ
統
合
し
た
た
め
。

令
和
2（

20
20
）
年
度
で
事
業
が
完
結
し
た
た

め
。

人
権
・
同
和
教
育
事
業

［
文
化
・
生
涯
学
習
課
］

10
3
市

民
プ

ラ
ザ

に
お

い
て

、
12

月
、
1
月
の

２
か

月
間

、
人

権
啓

発
の

パ
ネ

ル
展

を
実

施
し

、
人

権
に

関
す

る
啓

発
を

行
っ

た
(
人

権
週

間
周

知
、

人
権

に
つ

い
て

、
同

和
問

題
に

つ
い

て
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

よ
る

人
権

侵
害

に
つ

い
て

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

関
す

る
不

当
な

差
別

、
偏

見
を

な
く

し
ま

し
ょ

う
、

シ
ト

ラ
ス

リ
ボ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

つ
い

て
を

掲
示

。
ま

た
、

シ
ト

ラ
ス

リ
ボ

ン
の

作
り

方
の

チ
ラ

シ
(7
0

枚
）

及
び

西
中

通
コ

ミ
セ

ン
、

交
通

安
全

協
会

作
成

の
シ

ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
（
14
6個

）
を
配
布
し
た
。
）
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
、

全
国

人
権

・
同

和
教

育
研

究
大

会
は

書
面

で
、

部
落

解
放

新
潟

県
研

究
集

会
は

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

開
催

と
な

っ
た

。
ま

た
、

い
の

ち
・

愛
・

人
権

展
は

中
止

と
な

っ
た

。
各

種
研

修
会

も
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
開

催
と

な
っ

た
が

、
他

市
町

村
の

取
組

状
況

や
情

報
を

収
集

す
る

と
と

も
に

、
人

権
に

対
す

る
知

識
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
を

受
け

、
各

種
研

修
会

等
は

、
書

面
や

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

開
催

と
な

っ
た

が
、

他
市

町
村

の
取

組
状

況
の

収
集

や
人

権
に

対
す

る
知

識
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

市
民

プ
ラ

ザ
に

お
い

て
、

12
月

の
人

権
週

間
に

あ
わ

せ
、

パ
ネ

ル
展

を
開

始
し
、

啓
発

活
動

を
行

っ
た

。
例

年
は

12
月

の
1
か
月

間
の

展
示

だ
っ

た
が

、
令

和
3
（
20
21

）
年

度
は

、
市

内
で

も
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス
の
感
染
等
が
あ
り
、
1月

ま
で
2か

月
間
実
施
し
た
。

小
学
校
社
会
科
副
読
本
改
訂
編
集
事
業

［
学
校
教
育
課
］事
務
事
業
名

食
育
推
進
事
業

［
教
育
総
務
課
］

［
学
校
教
育
課
］

Ａ

評
価

ラ
ン
ク

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
状

況
を

見
極

め
な

が
ら

、
今

後
も

各
種
研
修
会
へ
参
加
す
る
。

同
和

問
題

を
は

じ
め

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
よ

る
人

権
や

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

な
ど

啓
発

活
動

を
継

続
し

て
い

く
必

要
が

あ
る
。

市
民

向
け

の
講

座
の

実
施

に
つ

い
て

、
人

権
啓

発
・

男
女

共
同

参
画

室
、
学
校
教
育
課
と
協
議
を
し
な
が
ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

事
務
事
業
名

予
算
現
額

（
千
円
）

決
算
額

（
千
円
）

事
業
概
要
・
実
績

○
＝
成
果
　
●
＝
課
題
・
今
後
の
取
組

75
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包
括

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

組
織

内
部

で
行

っ
て

い
た

業
務

を
、

全
面

的
に

外
部

事
業

者
へ

委
託

す
る

こ
と

。
当

市
の

教
育

包
括

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

に
お

い
て

は
、

学
校

等
で

使
用

す
る

シ
ス

テ
ム

及
び

情
報

機
器

の
維

持
管

理
を

外
部

事
業

者
へ

委
託

し
て

い
る

。

令
和
2（

20
20
）
年
度
で
事
業
が
完
結
し
た
た

め
。

教
務
室
、
教
室
等
の
情
報
環
境
に
つ
い
て
は
、
40
　
情
報
機
器
管
理
費
で
整
備
を
行
っ
た
た
め
。

教
務
室
、
教
室
等
の
情
報
環
境
に
つ
い
て
は
、
40
　
情
報
機
器
管
理
費
で
整
備
を
行
っ
た
た
め
。

令
和
3（

20
21
）
年
度
は
小
学
校
に
お
い
て
該

当
す
る
事
業
が
な
か
っ
た
た
め
。

令
和
2（

20
20
）
年
度
を
も
っ
て
、
青
少
年
育

成
セ
ン
タ
ー
が
廃
止
さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
伴
い
青
少
年
育
成
委
員
会
が
解

散
し
た
こ
と
に
よ
る
。

な
お
、
事
業
の
一
部
は
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
、
学
校
教
育
課
及
び
子
ど
も
の
発
達
支
援
課
へ
移
管
。

不
掲
載
の
理
由

事
務
事
業
名

青
少
年
健
全
育
成
事
業

［
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
］

未
報
告
資
料
整
理
事
業

［
博
物
館
］

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
整
備
事
業

［
教
育
総
務
課
］

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
整
備
事
業

［
教
育
総
務
課
］

令
和
元
年
度
補
正
予
算
（
繰
越
分
）

小
学
校
施
設
整
備
事
業

［
教
育
総
務
課
］

Ｉ
Ｃ

Ｔ

デ
ジ

タ
ル

教
科

書

Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

ス
ク

ー
ル

構
想

 
－

 
－

 
－

　
用

　
　

語
　

　
解

　
　

説
　

－
 
－

 
－

イ
ン

フ
ォ

メ
ー

シ
ョ

ン
・

ア
ン

ド
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
略

。
情

報
通

信
技

術
。

従
来

、
用

い
ら

れ
て

き
た

「
Ｉ

Ｔ
」

と
ほ

ぼ
同

様
の

意
味

で
用

い
ら

れ
る

も
の

で
、

国
際

的
に

は
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
方

が
定

着
し

て
い

る
。

デ
ジ

タ
ル

機
器

や
情

報
端

末
向

け
の

教
材

の
う

ち
、

既
存

の
教

科
書

の
内

容
を

閲
覧

す
る

た
め

の
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
。

閲
覧

の
ほ

か
、

編
集

、
移

動
、

追
加

、
削

除
な

ど
の

基
本

機
能

を
備

え
て

い
る

。

1
人

1
台

端
末

と
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

一
体

的
に

整
備

す
る

こ
と

で
、

こ
れ

ま
で

の
教

育
と

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

ベ
ス

ト
ミ

ッ
ク

ス
を

図
り

、
子

供
た

ち
へ

学
習

活
動

（
一

斉
学

習
、

個
別

学
習

、
協

働
学

習
）

の
一

層
の

充
実

さ
せ

る
た

め
の

国
の

構
想

。
Ｇ

Ｉ
Ｇ

Ａ
と

は
、

G
l
o
b
a
l

a
n
d
 
I
n
n
o
v
a
t
i
o
n
 
G
a
t
e
w
a
y
 
f
o
r
 
A
l
l
の

略

学
校
再
開
に
伴
う
感
染
症
対
策
・
学
習
補

償
等
に
係
る
支
援
事
業
［
教
育
総
務
課
］
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学
校
管
理
運
営
費
に
含
む
た
め
。
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〔参考〕 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律について 

（平成１９年７月３１日１９文科初第５３５号事務次官通知） 

※現行法の第２６条 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２７条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項により教育長に

委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項の規定により事務局

職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及

び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、

公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を

有する者の知見の活用を図るものとする。 

 

教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価部分抜粋 

 

第１ 改正法の概要 

１ 教育委員会の責任体制の明確化 

⑶ 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価 

   教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について 

点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するととも 

に、公表しなければならないこととした。点検及び評価を行うに当たっては、教 

育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図ることとしたこと。（法第２７条） 

第２ 留意事項 

１ 教育委員会の責任体制の明確化 

⑶ 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価 

  ① 今回の改正は、教育委員会がその権限に属する事務の管理及び執行の状況に

ついて点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を議会に提出し、公表す

ることにより、効果的な教育行政の推進に資するとともに、住民への説明責任

を果たしていく趣旨から行うものであること。 

  ② 現在、すでに各教育委員会において、教育に関する事務の管理及び執行の状

況について自ら点検及び評価を行い、その結果を議会に報告するなどの取組を

行っている場合には、その手法を活用しつつ、適正に対応すること。 

  ③ 点検及び評価を行う際、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図る

ことについては、点検及び評価の客観性を確保するためのものであることを踏

まえ、例えば、点検及び評価の方法や結果について学識経験者から意見を聴取

する機会を設けるなど、各教育委員会の判断で適切に対応すること。 


